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日本社会学の最近の動向と反省

一
、
は
じ
め
に

　
ひ
と
り
の
人
間
、
ひ
と
り
の
学
徒
が
自
分
の
か
か
わ
る
日
常
世
界
や
歴
史
的
な
動
き
、
学
間
活
動
の
全
体
的
な
動
向
を
凝
視
し
概
観
す

る
な
ど
と
い
う
試
み
は
、
困
難
で
あ
り
不
遜
で
あ
る
と
も
い
え
る
。
し
か
し
、
ひ
と
り
の
人
間
、
学
徒
の
繰
り
広
げ
る
戯
れ
に
も
似
た
あ

わ
た
だ
し
い
生
活
で
あ
り
学
間
営
為
で
あ
る
が
故
に
、
日
常
的
な
生
活
世
界
や
歴
史
的
世
界
、
学
問
活
動
の
全
体
的
な
動
向
と
の
自
ら
の

か
か
わ
り
を
問
い
続
け
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
許
さ
れ
る
こ
と
か
も
し
れ
な
い
と
も
考
え
る
の
で
あ
る
。
「
日
本
社
会
学
の
最
近
の
動

1
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向
と
反
省
」
と
題
す
る
本
論
も
、
一
社
会
学
徒
と
し
て
の
、
あ
く
ま
で
も
わ
た
し
自
ら
の
視
座
か
ら
み
た
日
本
社
会
学
界
、
社
会
学
会
の

「
動
向
」
の
把
握
で
あ
り
問
題
提
起
と
い
う
制
約
を
も
つ
も
の
で
あ
る
と
予
め
言
及
し
て
お
か
ざ
る
を
得
な
い
。

　
わ
た
し
の
目
下
の
研
究
関
心
は
、
近
代
日
本
に
お
い
て
社
会
学
と
い
う
学
問
活
動
が
人
間
と
人
間
の
関
係
構
造
、
広
く
は
人
々
の
生
活

や
社
会
関
係
、
自
然
・
人
間
・
社
会
・
歴
史
の
関
係
を
ど
の
よ
う
に
考
察
し
続
け
て
き
た
の
か
と
い
う
「
近
代
日
本
社
会
学
史
研
究
」
に

あ
る
。
こ
の
社
会
学
史
研
究
に
つ
い
て
も
、
ω
自
然
・
人
間
・
社
会
・
国
家
・
歴
史
等
を
め
ぐ
る
社
会
思
想
、
社
会
学
思
想
を
軸
と
す
る

接
近
、
σ
9
社
会
観
察
や
経
験
的
な
社
会
調
査
と
い
う
軸
か
ら
の
接
近
、
そ
し
て
㈹
学
問
活
動
の
組
織
化
と
制
度
化
と
い
う
動
き
か
ら
の
考

察
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
従
来
は
ω
の
社
会
思
想
、
社
会
学
思
想
か
ら
の
社
会
学
史
研
究
を
中
心
と
し
て
き
た
が
、
加
え
て
、
α
⇒
の

社
会
観
察
や
経
験
的
社
会
調
査
、
圃
学
問
活
動
の
組
織
化
と
制
度
化
と
い
う
側
面
か
ら
の
接
近
も
同
様
に
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
本
論

は
岡
の
社
会
学
の
学
問
活
動
の
組
織
化
と
制
度
化
と
い
う
視
点
か
ら
の
考
察
に
連
ら
な
る
ひ
と
つ
の
試
論
で
あ
る
。

　
わ
が
国
の
社
会
学
界
の
組
織
化
お
よ
び
制
度
化
の
動
き
は
、
大
き
く
三
つ
の
時
期
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
第
一
は
噌
九
〇
〇

年
前
後
に
布
川
孫
一
（
孫
市
）
（
静
淵
）
、
高
木
正
義
、
加
藤
弘
之
な
ど
を
中
心
と
し
た
「
社
会
学
会
」
（
一
八
九
六
－
一
八
九
八
年
）
（
明
治
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

九
⊥
三
年
）
、
「
社
会
学
研
究
会
」
（
一
八
九
八
ー
一
九
〇
三
年
）
（
明
治
一
三
ー
三
六
年
）
の
動
き
、
第
二
は
一
九
＝
二
（
大
正
二
）
年
に
建
部
遜
吾

を
中
心
に
設
立
さ
れ
一
九
一
〇
年
代
か
ら
二
〇
年
代
に
か
け
て
の
「
日
本
社
会
学
院
」
と
い
う
組
織
化
の
動
き
、
そ
し
て
第
三
に
下
出
隼

吉
・
藤
原
勘
治
・
林
恵
海
・
松
本
潤
一
郎
・
今
井
時
郎
・
戸
田
貞
三
な
ど
の
斡
旋
に
よ
っ
て
一
九
二
四
（
大
正
士
二
）
年
に
創
立
さ
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

「
日
本
社
会
学
会
」
に
よ
る
組
織
化
と
制
度
化
の
動
き
で
あ
る
。
現
在
の
「
日
本
社
会
学
会
」
は
大
正
十
三
年
創
立
の
こ
の
「
日
本
社
会

学
会
」
を
発
端
と
し
て
戦
中
と
戦
後
と
い
う
苦
難
の
時
代
を
経
て
今
日
ま
で
引
き
継
が
れ
、
い
ま
や
六
五
年
の
歴
史
を
有
す
る
に
至
っ
て

い
る
。
こ
の
「
日
本
社
会
学
会
」
の
第
一
回
研
究
報
告
会
（
社
会
学
会
大
会
）
が
「
階
級
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
大
正
十
四
年
に
開
催
さ
れ

て
以
来
、
数
え
て
本
年
度
（
一
九
八
九
年
）
は
第
六
二
回
の
「
日
本
社
会
学
会
大
会
」
が
「
社
会
理
論
の
フ
戸
ソ
テ
ィ
ア
」
「
天
皇
制
と
天

皇
現
象
」
「
国
際
化
と
社
会
変
動
」
「
家
族
の
国
際
比
較
』
な
ど
の
部
会
テ
ー
マ
の
も
と
で
開
催
さ
れ
て
い
る
。
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そ
こ
で
、
本
稿
で
は
「
日
本
社
会
学
会
」
、
社
会
学
界
の
第
二
次
大
戦
終
戦
後
の
動
向
を
対
象
に
し
て
、
ω
一
九
四
五
－
六
〇
年
（
昭
和

二
〇
1
三
五
年
）
、
ほ
⇒
一
九
六
一
ー
七
五
年
（
昭
和
三
六
－
五
〇
年
）
、
㈱
一
九
七
六
年
ー
現
在
（
昭
和
五
一
年
－
現
在
ま
で
）
と
い
う
一
応
の
時
期

　
　
　
　
　
（
4
）

区
分
を
試
み
て
、
各
時
期
に
お
け
る
社
会
学
の
動
向
を
概
観
し
つ
つ
対
比
的
に
特
に
㈹
の
一
九
七
六
年
か
ら
現
在
に
至
る
時
期
に
焦
点
を

あ
て
て
今
日
の
わ
が
国
の
社
会
学
が
お
か
れ
て
い
る
状
況
と
間
題
状
況
の
多
義
的
な
側
面
を
検
討
し
て
み
た
い
。
学
問
活
動
の
制
度
化

（
量
§
暮
言
聾
N
畳
9
）
と
は
、
社
会
学
な
ど
の
学
術
的
・
専
門
的
な
学
問
活
動
・
研
究
が
、
大
学
や
学
会
、
そ
の
他
の
機
関
や
集
団
等
を

媒
介
に
し
て
、
一
定
の
団
体
、
組
織
、
コ
、
・
・
ユ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
り
成
員
相
互
の
、
そ
し
て
広
く
そ
の
社
会
の
な
か

で
交
流
を
図
り
な
が
ら
、
あ
る
程
度
恒
常
的
に
、
規
則
的
に
、
正
統
的
に
継
続
さ
れ
展
開
さ
れ
て
い
く
過
程
を
意
味
し
て
い
る
。
そ
し
て
、

ひ
と
た
び
組
織
化
と
制
度
化
さ
れ
る
と
、
そ
の
も
と
で
ま
す
ま
す
学
間
活
動
を
隆
盛
化
に
向
わ
せ
し
め
専
門
分
化
し
て
い
く
一
方
で
、
問

題
関
心
や
理
論
的
関
心
も
特
定
の
支
配
的
な
問
題
関
心
や
理
論
的
・
方
法
論
的
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ブ
に
拘
束
さ
れ
て
い
く
こ
と
が
多
い
。

そ
の
こ
と
が
、
団
体
や
組
織
を
と
り
ま
く
他
の
さ
ま
ざ
ま
な
生
活
関
心
、
学
間
関
心
や
動
向
に
つ
い
て
の
知
覚
、
好
奇
心
や
関
心
を
遠
の

か
せ
、
社
会
変
動
に
と
も
な
う
社
会
問
題
の
深
化
や
新
た
な
社
会
問
題
に
対
応
し
き
れ
な
い
事
態
を
招
い
て
い
く
場
合
も
多
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

　
逆
に
、
社
会
学
と
い
う
学
問
や
社
会
学
な
ど
の
動
向
に
格
別
に
関
心
を
も
つ
と
は
限
ら
な
い
一
般
の
人
々
か
ら
観
れ
ば
、
そ
の
学
問
活

動
が
制
度
化
し
通
常
科
学
化
・
専
門
分
化
さ
れ
つ
つ
も
、
他
方
で
は
そ
の
社
会
学
的
想
像
力
が
乏
し
く
、
広
が
り
深
ま
っ
て
い
く
問
題
関

心
や
現
実
の
社
会
問
題
に
対
応
し
き
れ
ず
に
社
会
的
創
造
力
を
果
し
得
る
だ
け
の
力
を
失
い
つ
つ
あ
る
と
す
れ
ば
、
社
会
生
活
を
支
え
る

一
般
の
人
々
の
関
心
は
そ
の
よ
う
な
学
問
活
動
に
興
味
を
覚
え
ず
、
そ
こ
か
ら
ま
す
ま
す
遠
の
い
て
い
く
と
い
う
事
態
も
考
え
ら
れ
る
。

本
稿
の
間
題
関
心
は
、
社
会
学
と
い
う
学
問
活
動
の
制
度
化
を
め
ぐ
る
こ
う
し
た
両
義
性
を
ひ
と
つ
の
作
業
仮
設
と
し
て
、
日
本
社
会
学

の
最
近
の
動
向
を
多
分
に
反
省
を
こ
め
て
検
討
し
て
み
た
い
と
い
う
の
が
、
わ
た
し
の
意
図
で
あ
る
．
以
下
、
⇔
高
等
教
育
の
普
及
拡
大

と
「
日
本
社
会
学
会
」
会
員
の
活
動
状
況
、
㊧
「
日
本
社
会
学
会
」
大
会
に
お
け
る
最
近
の
テ
ー
マ
、
内
学
問
活
動
の
制
度
化
を
め
ぐ
る

諸
間
題
、
の
順
で
考
察
を
し
て
い
き
た
い
。

3
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な
お
、
こ
こ
で
分
析
の
対
象
と
し
て
と
り
あ
つ
か
う
資
料
に
触
れ
て
お
く
と
、
文
部
省
関
係
の
統
計
、
特
に
『
学
校
基
本
調
査
報
告
書
』
、

日
本
社
会
学
会
編
『
日
本
社
会
学
会
会
員
名
簿
』
『
日
本
社
会
学
会
大
会
報
告
要
旨
』
、
（
機
関
誌
）
『
社
会
学
評
論
』
、
そ
の
他
本
論
に
関

係
す
る
文
献
著
作
な
ど
を
用
い
て
の
限
ら
れ
た
分
析
で
あ
る
こ
と
も
予
め
こ
と
わ
っ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
資
料
分
析
と
い
う
点

で
は
欠
落
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
多
く
わ
た
し
な
り
に
と
ら
え
た
心
象
風
景
を
極
め
て
断
片
的
に
描
い
て
い
く
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

二
、

高
等
教
育
の
普
及
拡
大
と
「
日
本
社
会
学
会
」
会
員
の
活
動
状
況

ー
主
に
計
量
的
な
動
向
に
つ
い
て
ー

4

　
社
会
学
の
学
問
活
動
も
、
他
の
諸
科
学
の
歩
ん
だ
足
跡
と
同
様
に
、
大
学
を
ひ
と
つ
の
重
要
な
核
と
し
て
そ
の
教
育
研
究
が
展
開
さ
れ

て
き
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
第
二
次
大
戦
終
戦
前
と
そ
の
後
と
で
は
そ
の
足
跡
も
顕
著
に
異
な
る
．
特
に
終
戦
後
に
お
い
て
は
、
大

学
な
ど
の
高
等
教
育
の
普
及
拡
大
と
と
も
に
そ
の
教
育
研
究
に
従
事
す
る
人
達
も
著
し
く
増
加
し
、
学
会
活
動
も
ま
す
ま
す
規
模
を
大
に

し
数
多
く
の
研
究
業
績
を
蓄
え
、
学
会
員
の
研
究
関
心
も
ま
す
ま
す
専
門
分
化
す
る
と
と
も
に
、
戦
後
日
本
社
会
の
変
動
、
旺
盛
な
好
奇

心
と
め
ま
ぐ
る
し
い
論
壇
時
流
の
移
行
と
を
反
映
し
て
問
題
関
心
や
研
究
関
心
を
さ
ま
ざ
ま
に
変
化
さ
せ
て
き
た
と
い
え
る
。
そ
う
し
た

実
態
を
主
と
し
て
計
量
的
な
視
点
か
ら
確
認
し
て
い
き
た
い
。

　
ω
　
戦
後
日
本
の
大
学
数
と
学
生
数
の
推
移

　
「
日
本
社
会
学
会
」
会
員
の
活
動
状
況
を
み
る
前
に
、
学
会
員
の
活
躍
を
支
え
る
ひ
と
つ
の
場
と
し
て
の
大
学
数
や
学
生
数
の
変
化
の

す
う
勢
を
ま
ず
概
観
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。
一
九
四
七
年
三
月
に
制
定
公
布
さ
れ
た
教
育
基
本
法
・
学
校
教
育
法
に
基
づ
く
新
学
制
の

施
行
に
よ
っ
て
、
わ
が
国
の
高
等
教
育
も
普
及
拡
大
の
歩
み
を
次
第
に
速
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
第
一
回
の
国
勢
調
査
の
行
わ
れ
た
一
九

二
〇
年
（
大
正
九
年
）
に
お
い
て
該
当
年
齢
人
口
に
占
め
る
中
等
教
育
在
学
者
と
高
等
教
育
在
学
者
の
割
合
は
、
二
五
・
○
％
と
一
・
六
％
、
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一
九
三
〇
年
（
昭
和
五
年
）
に
は
そ
れ
ぞ
れ
三
九
・
七
％
と
三
・
○
％
、
一
九
四
〇
年
（
昭
和
一
五
年
）
に
は
四
六
・
○
％
と
三
・
七
％
、
一
九

四
七
年
（
昭
和
一
三
年
）
に
六
一
・
七
％
と
五
・
八
％
で
あ
っ
た
が
、
一
九
五
〇
年
（
昭
和
二
五
年
）
に
は
六
九
・
三
％
と
六
・
二
％
、
一
九
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

○
年
（
昭
和
三
五
年
）
に
は
八
○
・
○
％
と
一
〇
・
二
％
で
あ
っ
た
．
ま
た
、
戦
後
の
大
学
・
短
期
大
学
等
へ
の
進
学
率
で
み
る
と
、
一
九

六
〇
年
（
昭
和
三
五
年
）
に
は
一
〇
・
三
％
、
一
九
六
五
年
（
昭
和
四
〇
年
）
は
一
七
・
○
％
、
一
九
七
〇
年
（
昭
和
四
五
年
）
は
二
三
・
六
％
、
そ

し
て
一
九
七
五
年
（
昭
和
五
〇
年
）
は
三
七
・
八
％
、
一
九
八
○
年
（
昭
和
五
五
年
）
は
三
七
・
四
％
、
一
九
八
五
年
（
昭
和
六
〇
年
）
は
三
七
・
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

％
、
一
九
八
九
年
（
平
成
元
年
）
は
三
六
・
三
％
で
あ
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
や
ソ
連
に
次
い
で
世
界
有
数
の
高
い
高
等
教
育
進
学
率
を
示
す
に

至
っ
て
い
る
。

　
終
戦
後
の
新
学
制
の
発
足
以
降
の
大
学
・
短
期
大
学
の
学
校
数
と
学
生
数
の
推
移
を
み
た
も
の
が
表
1
と
表
2
で
あ
る
。
大
学
数
全
体

の
推
移
で
い
え
ば
、
一
九
六
〇
年
の
時
点
で
二
四
五
校
で
あ
っ
た
が
、
戦
後
の
第
二
の
時
期
区
分
に
あ
た
る
高
度
成
長
期
に
は
一
九
六
五

年
の
三
一
七
校
、
一
九
七
五
年
の
四
二
〇
校
と
急
増
し
続
け
、
一
九
八
八
年
の
現
在
時
点
で
四
九
〇
校
を
数
え
る
に
至
り
急
増
振
り
を
如

実
に
示
し
て
い
る
。
な
か
で
も
私
立
大
学
の
比
率
は
終
戦
直
後
・
戦
後
復
興
期
当
初
の
五
〇
％
台
か
ら
今
日
で
は
七
〇
％
台
を
占
め
る
に

至
っ
て
い
る
。
短
期
大
学
の
学
校
数
の
推
移
も
大
学
校
と
ほ
ぽ
似
た
よ
う
な
急
増
を
示
し
て
い
る
が
．
一
九
八
八
年
現
在
で
五
七
一
校
と

な
っ
て
お
り
大
学
以
上
に
著
し
い
急
増
で
、
し
か
も
私
立
校
の
占
め
る
比
率
も
は
る
か
に
高
い
．

　
表
2
は
大
学
・
短
期
大
学
の
学
生
数
の
変
化
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
大
学
の
学
生
数
に
は
大
学
院
生
等
も
含
ま
れ
て
い
る
。

学
生
数
の
急
増
振
り
は
著
し
く
、
大
学
・
短
期
大
学
数
の
増
加
以
上
に
顕
著
で
あ
る
。
一
九
六
五
年
を
一
〇
〇
と
し
た
場
合
に
、
一
九
八

八
年
に
は
学
校
数
で
大
学
一
五
四
・
五
、
短
期
大
学
一
五
四
・
七
で
あ
っ
た
の
に
較
べ
て
、
一
九
八
八
年
時
点
で
学
生
数
は
大
学
一
二
六
・

七
、
短
期
大
学
三
〇
五
・
二
で
あ
る
こ
と
に
顕
著
に
表
わ
れ
て
い
る
。
私
立
大
学
学
生
の
占
め
る
比
率
は
私
立
大
学
数
の
比
率
と
同
様
に

七
〇
％
台
を
占
め
て
い
る
が
、
表
の
な
か
の
一
九
八
○
年
以
降
で
は
国
公
立
大
学
の
学
生
数
が
い
く
分
増
加
し
た
分
だ
け
私
立
大
学
の
学

生
数
の
比
率
が
や
や
下
降
し
て
き
て
い
る
。
ま
た
、
女
子
学
生
の
比
率
が
大
学
で
一
九
六
〇
年
で
は
一
三
・
七
％
で
し
か
な
か
っ
た
の
が
、
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表1　大学・短期大学の学校数

大 学　　　数 1965（昭40）

を100とす
私立大学
の占める

年度 国　立 公　立 私　立 計 る指数 比率％

1949（昭24） 68 18 92 178 56．2 51．7

1950（昭25） 70 26 105 201 63．4 52．2

1955（昭30） 72 34 122 228 71．9 53．5

1960（昭35） 72 33 140 245 77．3 57．1

1965（昭40） 73 35 209 317 100 65．9

1970（昭45） 75 33 274 382 120．5 71．7

1975（昭50） 81 34 305 420 132．5 72．6

1980（昭55） 93 34 319 446 140．7 71．1

1985（昭60） 95 34 331 460 145．1 72．0

1987（昭62） 95 37 342 474 149．5 72．2

1988（昭63） 95 38 357 490 154．5 72．9

短　期 大　学　数 1965（昭40）

を100とす
私立大学
の占める

年度 国　立 公　立 私　立 計 る指数 比率％

1949（昭24） ●●o ■■o ■●■

1950（昭25）
一

17 132 149 40．4 88．6

1955（昭30） 17 43 204 264 71．5 77．3

1960（昭35） 27 39 214 280 75．9 76．4

1965（昭40） 28 40 301 369 100 81．6

1970（昭45） 22 43 414 479 129．8 86．4

1975（昭50） 31 48 434 513 139．0 84．6

1980（昭畢5） 35 50 432 517 140．1 83．6

1985（昭60） 37 51 455 543 147．2 83．8

1987（昭62） 38 53 470 561 152．0 83．8

1988（昭63） 40 54 477 571 154．7 83．5

引用：文部省編『昭和55年度・我が国の教育水準』（昭和56年6月）付表99頁、同編『文部統計要

　　　覧　昭和63年版』（昭和63年5月）73頁、同編『文部統計要覧　平成元年版』（平成元年5月）

　　　73頁より引用作成。
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表2　大学・短期大学の学生数

大学の 学生数 1965（昭40） 私大学生 女子学生

を100とす 数の占め の占める
年度 国　立 公　立 私　立 計 る指数 る比率％ 比率％

1949（昭24） 38，687 3，799 84，382 126，868 13．5 66．5 6．4

1950（昭25） 80，185 8，451 136，287 224，923 24．0 60．6 7．7

1955（昭30） 186，055 24，936 312，364 523，355
0
5
5
．
8 59．7 12．4

1960（昭35） 194，227 28，569 403，625 626，421 66．8 64．4 13．7

1965（昭40〉 238，380 38，277 660，899 937，556 100 70．5 16．2

1970（昭45） 309，587 50，111 1，046，823 1，406，521 150．0 74．4 18．0

1975（昭50） 357，772 50，880 1，325，430 1，734，082 185．0 76．4 21．2

1980（昭55） 406，644 52，081 1，376，579 1，835，312 195．8 75．0 22．1

1985（昭60） 449，373 54，944 1，344，381 1，848，698 197．2 72．4 23．5

1987（昭62） 477，250 57，358 1，399，875 1，934，483 206．3 72．4 24．7

1988（昭63） 491，539 59，216 1，443，861 1，994，616 212．7 72．4 25．5

短期大学の学生数 1965（昭40） 私大学生 女子学生

年度 国　立 公　立 私　立 計
を100とす
る指数

数の占め

る比率％

の占める

比率％

1949（昭24）

1950（昭25）
一

2，022 13，076 15，098 10．2 86．6 38．9

1955（昭30） 3，637 11，080 63，168 77，885 52．8 81．1 54．0

1960（昭35〉 6，652 11，086 65，719 84，457 57．2 78．7 67．5
1965（昭40） 8，060

卜

13，603 125，900 147，563 100 85．3 74．8
1970（昭45） 9，886 16，136 237，197 263，219 178．4 90．1 82．7

1975（昭50） 13，143 17，973 322，666 353，782 239．7 91．2 86．2

1980（昭55） 14，685 19，002 337，437 371，124 251．5 90．9 89．0
1985（昭60） 17，530 20，767 332，798 371，095 251．5 89．7 89．8

1987（昭62） 18，933 21，167 397，541 437，641 296．6 90．8 90．8

1988（昭63） 19，110 22，024 409，302 450，436 305．2 90．9 90．8

引用：文部省編『昭和55年度・我か国の教育水準』（昭和56年6月）付表64頁、同編『文部統計要覧　昭和63

　　年版』（昭和63年5月）74－75頁、同編『文部統計要覧　平成元年版』（平成元年5月）74～75頁より引

　　　用作成。
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表3　社会科学、社会学の関係学科別学生数

全体（n 社会科学 社会学
構　　成　　比　　（％）

全体 社会科学 社会学

1971（昭46）

1975（昭50）

1980（昭55）

1985（昭60）

1988（昭63）

1，404，186

1，652，003

1，741，504

1，734，392

1，861，306

582，380

688，667

704，737

671，001

728，380

37，873

50，620

52，336

53，996

60，953

100

100

100

100

100

41．5

41．7

40．5

38．7

39．1

2．7

3．1

3．0

3．1

3．3

注（1）大学院生などの数を除いた大学の学部学生数であり、人文科学、社会科学、理学、工学、農学、

　　保健（医・薬学、その他）、商船、家政、教育、芸術、その他を合計した「全体」の学生数である。

引用資料：各年度の「学校基本調査報告書」より引用作成。

表4　社会学関係学科学生数

大 学　院

年度
短期大学 大学

修士課程 博士課程

1960（昭35） 1，548 10，660 199 82

1971（昭46） 3，043 37，873 552 216

1975（昭50） 3，921 50，620 673 324

1980（昭55） 4，186 52，336 737 451

1985（昭60） 4，099 53，996 744 485

1988（昭63） 4，663 60，953 840 519

引用資料：各年度の「学校基本調査報告書」より引用作成。

表6　国際比較からみた大学院学生数

学部 大学院 学部学生に対する 全人口 人口千人当たり

国　　名 学生数（人） 学生数（人） 大学院学生比率（％） （千入） 大学院学生数（人）

（A） （B〉 （B／A） （C） （B／C）

アメリカ（1985） 9，414，074 1，650，381 17．5 239，283 6．9

イギリス（1985） 265，512 86，907 32．7 56，424 1．5

フランス（1985） 711，885 158，015 22．2 55，062 2．9

日　本（1987） 1，806，024 78，914 4．4 122，264 0．6

（資料）文部省「教育指標の国際比較」（昭和62年版）

引用：文部省編『我が国の文教政策　平成元年版』（平成元年11月）289頁。
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一
九
七
五
年
で
二
一
・
二
％
、
一
九
八
八
年
で
は
二
五
・
五
％
を
占
め
る
に
至
っ
た
の
も
大
き
な
変
化
と
い
え
る
。
ま
た
、
大
学
学
生
数

を
地
域
別
構
成
か
ら
み
る
と
、
一
九
八
○
年
（
昭
和
五
五
年
）
で
全
国
を
一
〇
〇
と
し
、
同
じ
年
の
国
勢
調
査
に
よ
る
対
象
地
域
別
の
人
口

構
成
比
と
対
比
さ
せ
て
み
る
と
、
北
海
道
三
二
％
（
国
勢
調
査
に
よ
る
人
口
比
四
・
八
％
）
、
東
北
四
・
三
％
（
八
．
二
％
）
、
北
関
東
一
．
九

％
（
五
・
二
％
）
、
南
関
東
四
五
・
○
％
（
二
四
・
二
％
）
、
北
陸
・
東
山
三
・
○
％
（
七
・
二
％
）
、
東
海
七
・
九
％
（
十
一
．
四
％
）
、
東
近
畿
○
．

九
％
（
二
・
八
％
）
、
西
近
畿
一
九
・
六
％
（
十
四
・
○
％
）
、
中
国
四
・
○
％
（
六
・
六
％
）
、
四
国
一
・
五
％
（
三
・
六
％
）
、
九
州
・
沖
縄
八
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

七
％
（
十
二
・
○
％
）
、
で
あ
り
、
南
関
東
・
東
海
・
西
近
畿
地
域
の
小
計
は
七
二
・
五
％
（
四
九
・
五
％
）
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
当
該
学
部
、

本
科
、
研
究
科
の
所
在
地
別
に
み
た
地
域
別
学
生
数
の
分
布
で
は
あ
る
が
、
近
年
で
は
全
体
的
に
分
散
化
が
進
め
ら
れ
て
き
て
い
る
と
は

い
え
、
南
関
東
、
東
海
、
西
近
畿
と
い
う
三
地
域
に
全
国
の
学
生
の
約
三
分
の
二
近
く
が
集
中
分
布
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
短
期
大
学

の
場
合
に
は
、
東
関
東
二
九
・
二
％
、
東
海
一
二
・
八
％
、
西
近
畿
二
〇
・
八
％
で
こ
れ
ら
の
小
計
は
六
二
・
七
％
で
あ
る
。

　
大
学
の
学
生
数
を
関
係
学
科
別
に
、
特
に
社
会
科
学
と
社
会
学
関
係
学
科
別
に
み
る
と
、
表
3
、
表
4
の
と
お
り
で
あ
る
。
一
九
八
八

年
（
昭
和
六
三
年
）
現
在
で
関
係
学
科
別
の
構
成
（
大
学
院
は
除
く
）
は
人
文
科
学
一
四
・
七
％
、
社
会
科
学
三
九
・
一
％
、
理
学
三
・
三
％
、

工
学
一
九
・
八
％
、
農
学
三
・
四
％
、
保
健
（
医
・
歯
学
、
そ
の
他
）
六
・
三
％
、
商
船
○
・
一
％
、
家
政
一
・
九
％
、
教
育
七
・
五
％
、
芸

術
二
・
五
％
、
そ
の
他
一
・
四
％
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
一
九
六
五
年
（
昭
和
四
〇
年
）
と
較
べ
て
も
、
社
会
科
学
の
比
率
が
や
や
低

く
な
っ
て
い
る
こ
と
を
除
け
ば
大
き
な
変
化
を
示
し
て
い
な
い
．
表
3
の
社
会
科
学
と
は
、
法
学
、
政
治
学
、
商
学
、
経
済
学
、
社
会
学

な
ど
を
さ
す
が
、
全
体
の
な
か
で
は
比
率
を
低
く
し
て
き
て
は
い
る
が
、
わ
が
国
の
専
攻
分
野
別
学
生
数
で
は
社
会
科
学
は
依
然
も
っ
と

も
高
い
比
率
を
占
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
一
九
八
八
年
現
在
で
、
法
学
・
政
治
学
関
係
学
科
学
生
数
が
一
七
五
、
八
六
〇
人
、
商
学
．
経

済
学
が
四
七
五
、
〇
九
八
人
に
対
し
て
、
社
会
学
の
六
〇
、
九
五
三
人
は
い
ま
だ
少
な
い
と
い
え
る
。
社
会
学
関
係
学
科
学
生
数
の
比
率

は
三
％
台
と
な
っ
て
い
る
。
表
4
は
、
社
会
学
関
係
学
科
の
み
の
学
生
数
の
推
移
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
な
大
学
学
部
学
生
数
の
推
移
に
対
し
て
、
大
学
院
学
生
数
に
み
る
特
徴
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
表
5
に
示
し

10
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た
よ
う
に
一
九
八
八
年
（
昭
和
六
一
二
年
）
現
在
の
修
士
課
程
学
生
数
の
計
は
五
六
五
九
六
人
、
博
士
課
程
で
は
そ
れ
は
二
五
八
八
○
人
と
比

較
的
に
少
な
い
。
し
か
し
、
一
九
六
五
年
（
昭
和
四
〇
年
）
を
一
〇
〇
と
し
た
場
合
に
、
修
士
課
程
で
一
九
八
五
年
に
は
二
八
七
・
一
、
一

九
八
年
現
在
三
三
七
・
五
で
あ
り
、
博
士
課
程
で
も
そ
れ
ぞ
れ
一
八
四
・
四
、
二
二
一
・
五
の
数
値
で
あ
っ
て
、
表
2
の
学
部
学
生
数
の

増
加
を
は
る
か
に
凌
い
で
い
る
。
専
攻
分
野
別
で
は
工
学
、
理
学
、
保
健
、
そ
れ
に
教
育
や
芸
術
の
分
野
で
著
し
い
増
加
を
示
し
て
い
る

け
れ
ど
も
、
他
の
分
野
で
も
確
実
に
増
加
傾
向
と
な
っ
て
い
る
。
だ
が
、
国
際
比
較
か
ら
み
た
大
学
院
学
生
数
（
前
出
の
表
6
参
照
）
で
は
、

様
相
は
全
く
異
な
る
。
学
部
学
生
に
対
す
る
大
学
院
学
生
比
率
が
日
本
は
四
・
四
％
、
人
口
千
人
当
た
り
大
学
院
学
生
数
が
目
本
は
○
・

六
人
と
こ
れ
ら
先
進
諸
国
の
な
か
で
は
極
端
に
低
い
水
準
に
あ
る
。
大
学
学
部
や
短
期
大
学
に
み
る
高
等
教
育
の
著
し
い
普
及
拡
大
の
動

き
に
較
べ
る
と
き
、
こ
の
低
い
数
値
の
意
味
、
要
因
、
背
景
の
検
討
は
、
今
後
の
わ
が
国
の
高
等
教
育
研
究
を
考
え
る
う
え
で
極
め
て
重

要
な
も
の
と
な
っ
て
い
く
で
あ
ろ
う
。

　
更
に
、
表
7
、
表
8
は
外
国
人
学
生
数
と
外
国
人
留
学
生
数
の
動
向
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
．
外
国
人
留
学
生
数
は
、
十
万
人
構
想
に

は
ま
だ
遠
く
達
し
て
い
な
い
に
し
て
も
、
一
九
八
八
年
現
在
二
〇
三
七
三
人
で
あ
っ
た
．
だ
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
も
、
や
は
り
、
一
九
六

五
年
を
一
〇
〇
と
し
た
場
合
に
は
一
九
八
八
年
に
は
五
八
七
・
六
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
み
て
き
た
大
学
・
短
期
大
学
の
学
生
数
（
表
2
）
、

大
学
院
学
生
数
（
表
5
）
に
比
し
て
も
っ
と
も
高
い
増
加
傾
向
を
示
し
て
い
る
の
が
外
国
人
留
学
生
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
本
論
で
の
時
期

区
分
に
よ
る
戦
後
の
第
二
期
（
一
九
六
一
年
ー
七
五
年
）
（
高
度
成
長
期
の
も
と
に
お
け
る
高
等
教
育
の
普
及
拡
大
と
大
衆
化
）
以
後
の
第
三
期
（
一
九
七

六
年
ー
現
在
ま
で
）
に
み
る
高
等
教
育
の
普
及
拡
大
の
特
徴
の
ひ
と
つ
は
、
大
学
院
レ
ベ
ル
の
増
大
に
み
る
一
層
の
高
水
準
化
と
外
国
人
留

学
生
の
増
加
な
ど
を
例
と
す
る
多
様
化
、
異
質
化
、
と
い
っ
た
新
た
な
傾
向
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
新
た
な
変
化
・
移
動
、
キ
ャ
リ
ア

形
成
、
生
涯
教
育
・
学
習
、
人
的
交
流
の
国
際
化
に
大
学
を
初
め
各
界
が
果
し
て
ど
の
よ
う
な
対
応
が
で
き
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、

外
国
人
留
学
生
の
約
六
〇
％
が
文
科
系
に
学
び
、
約
四
〇
％
近
く
が
理
科
系
で
学
ん
で
い
る
．
表
8
に
み
る
よ
う
に
、
外
国
人
留
学
生
の

地
域
別
構
成
で
は
、
ア
ジ
ァ
か
ら
の
留
学
生
が
圧
倒
的
に
多
く
八
六
．
七
％
を
占
め
て
い
る
。
社
会
学
に
し
て
も
近
代
目
本
の
多
く
の
学

11



法学研究63巻3号（’90：3）

衰7　外国人学生数

留　学 生　数
区　分 計 大学 大学院 短期大学

計（η 国費留学生 私費留学生

1960（昭35） 4，703 3，874 557 272 ●●・ ●●■ o●

1965（昭40） 8，266 6，250 1，459 557 3，467（100） 747 2，720

1970（昭45） 10，471 7，730 1，857 884 4，447（128．3） 586 3，861

1975（昭40） 14，314 10，697 2，255 1，362 5，541（159．8） 1，046 4，495

1980（昭55） 15，008 10，913 2，644 1レ451 6，543（188．7） 1，361 5，182

1984（昭59） 19，428 13，337 4，586 1，505 10，697（308，5） 2，232 8，465

1985（昭60） 21，342 14，264 5，477 1，601 12，442（358．9） 29380 10，062

1986（昭61） 23，959 15，356 6，860 1p743 14，960（431．5） 2，955 12，005

1987（昭62） 26，570 16，517 8，091 1，962 17，641（508．8） 3，303 14，338

1988（昭63） 29，624 18，200 9，324 2，100 20，373（587．6） 3，922 16，451

男 19，064 11，884 6，828 352 13，082 2，954 10，128

女 10，560 6，316 2，496 1，748 7，291 968 6，323

国　立 11，323 4，428 6，810 85 9，914 3，581 6，333

公　立 1，137 667 401 69 679 51 628

私　立 17，164 13，105 2，113 1，946 9，780 290 9，490

注（1）留学生数の計のカッコ内の数字は、昭和40年を100とした指数である。

引用：文部省『文部統計要覧　平成元年版』（平成元年5月）80頁より引用作成。

表8　外国人留学生数（地域別》

区　分 計 構成比 大学 大学院 短期大学

計 20，367 100．0 10，800 8，868 699

ア　ジ　ア 17，654 86．7 9，19Q 7，792 672

オセアニア 145 O．7 88 56 1
北　　　米 1，024 5．0 814 201 9
中　南米 553 2．7 268 272 13

ヨーロツノぐ 602 3．0 319 279 4
中　近　東 150 0．7 62 88 一

アフリカ 239 1．2 59 180 一

（注）1　昭和63年5月1日現在である。

　2　「計』には無国籍の者（大学在籍者4人、大学院在籍者1人、短期

　　大学1人）は含まない。

引用：文部省編『文部統計要覧　平成元年版』（平成元年5月）80頁。
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問
活
動
は
、
欧
米
先
進
諸
国
を
ひ
と
つ
の
重
要
な
モ
デ
ル
と
し
て
展
開
さ
れ
て
き
た
歴
史
に
照
ら
す
と
、
こ
の
現
実
を
も
と
に
ど
の
よ
う

な
学
問
教
育
研
究
活
動
の
可
能
性
が
拓
か
れ
て
い
く
の
で
あ
ろ
う
か
。
大
学
の
教
育
・
研
究
史
上
の
大
き
な
歴
史
的
転
換
期
に
わ
れ
わ
れ

は
立
っ
て
い
る
と
も
い
え
る
。
こ
こ
で
は
高
等
教
育
の
普
及
拡
大
を
主
に
学
生
数
の
推
移
や
そ
の
変
化
と
い
う
極
め
て
限
ら
れ
た
側
面
に

焦
点
を
あ
て
た
に
す
ぎ
な
い
が
、
そ
れ
ら
を
通
じ
て
も
わ
れ
わ
れ
の
学
問
活
動
に
と
っ
て
の
新
た
な
課
題
や
可
能
性
を
模
索
し
て
い
く
試

み
が
必
要
と
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
．

　
㈲
　
「
日
本
社
会
学
会
』
の
会
員
数
と
会
員
の
専
攻
研
究
分
野

　
わ
が
国
に
お
け
る
高
等
教
育
・
研
究
の
普
及
拡
大
の
新
た
な
質
的
展
開
と
い
う
局
面
を
迎
え
て
、
社
会
学
の
学
問
活
動
の
最
近
の
動
向

を
い
く
つ
か
の
諸
点
に
限
っ
て
探
っ
て
み
る
と
い
う
こ
と
が
、
次
の
課
題
で
あ
る
．

　
い
ま
、
わ
た
し
の
手
元
に
日
本
社
会
学
会
編
『
日
本
社
会
学
会
会
員
名
簿
（
昭
和
六
三
年
七
月
現
在
）
』
が
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
会
員
の

①
氏
名
、
②
所
属
、
③
専
攻
分
野
（
各
自
が
三
つ
ま
で
の
分
野
を
記
入
で
き
る
）
、
④
現
住
所
・
電
話
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。
会
員
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
問
題
も
あ
り
名
簿
上
の
記
載
項
目
も
限
定
さ
れ
ざ
る
を
得
な
い
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
だ
が
、
少
し
古

い
が
、
こ
れ
も
手
元
に
あ
る
ア
メ
リ
カ
社
会
学
会
編
の
『
会
員
録
』
の
場
合
に
は
記
載
項
目
は
詳
細
多
岐
に
及
ん
で
い
る
（
＞
馨
浮
導
解

。
三
。
嘘
琶
＞
器
＆
註
β
U
凶
冨
9
。
員
“
O
。
塗
§
暮
一
9
四
区
冨
－
審
誤
」
O
零
）
。
す
な
わ
ち
、
一
。
乞
”
舅
ρ
ド
呂
Φ
巨
げ
震
¢
蜜
ε
ρ
ω
●
竃
a
一
ξ
駁

9
＆
3
器
』
●
の
Φ
き
㎝
●
帰
。
醇
。
協
玄
詳
ダ
O
・
寓
騨
ユ
芭
る陰
鼠
言
・
』
．
2
仁
ヨ
げ
①
吋
。
隔
α
8
Φ
＆
雪
貫
o。
．
国
段
。
畳
。
ン
≦
帥
夢
α
①
o
q
話
ρ
費
箆

騨
且
日
の
§
暮
凶
o
p
O
。
目
≦
o
置
。
暮
茜
。
。
・
b
。
。
巨
げ
奮
し
・
●
ギ
①
器
暮
①
ヨ
宮
。
器
さ
一
一
●
目
ひ
一
⑦
。
暁
胃
＄
Φ
暮
b
。
の
三
。
p
一
N
●
目
名
。
蔓
冨
。

9
≦
o
築
器
菖
≦
蔓
讐
お
・
＞
8
留
琶
ざ
冨
づ
ぎ
の
よ
う
に
十
三
項
目
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
お
り
、
個
々
の
研
究
者
の
キ
ャ
リ
ア
！
、
専
門

研
究
分
野
や
活
動
内
容
の
一
端
を
か
な
り
知
る
こ
と
も
で
き
る
し
、
会
員
全
体
の
動
向
も
全
体
と
し
て
集
計
可
能
で
あ
り
概
観
し
得
る
も

の
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
わ
た
し
自
身
が
一
九
八
八
年
三
月
末
か
ら
九
月
上
旬
ま
で
客
員
教
授
と
し
て
韓
国
に
滞
在
し
て
、
同
年
六
月

大
邸
の
慶
北
大
学
校
で
開
か
れ
た
「
韓
国
社
会
学
会
」
春
期
大
会
に
参
加
し
た
際
に
手
に
入
れ
た
韓
国
社
会
学
会
編
『
学
会
活
動
及
会
員

13



法学研究63巻3号（790：3）

動
静
』
（
一
九
八
八
年
六
月
）
の
場
合
に
も
、
会
員
の
①
姓
名
、
②
職
場
（
あ
る
い
は
住
所
）
、
③
電
話
の
記
載
の
ほ
か
に
、
各
大
学
毎
の
「
社

会
学
科
専
任
教
授
現
況
」
の
欄
で
は
①
姓
名
、
②
地
位
、
③
性
別
、
④
学
位
、
⑤
学
位
授
与
大
学
、
⑥
専
攻
科
目
な
ど
の
項
目
が
載
せ
て

あ
る
。
た
ま
た
ま
手
元
に
あ
る
日
本
、
ア
メ
リ
カ
、
韓
国
の
「
学
会
会
員
名
簿
」
の
記
載
項
目
を
並
べ
て
み
た
が
、
わ
が
国
の
社
会
学
会

員
の
全
体
的
な
動
向
を
知
る
手
懸
り
が
極
め
て
限
ら
れ
て
い
る
。

　
さ
き
の
ア
メ
リ
カ
社
会
学
会
編
『
会
員
録
』
（
一
九
六
七
年
）
に
は
、
こ
の
時
点
で
の
会
員
数
に
つ
い
て
問
Φ
ま
畏
ρ
＄
ρ
＞
＆
奉
”

一
ふ
o
。
ρ
＞
馨
9
暮
①
“
ρ
る
μ
幹
＆
①
旨
”
ω
弘
3
噛
国
o
括
一
磐
卜
。
。
8
。
糞
9
一
鮮
↓
。
冨
一
”
目
る
倉
と
い
う
よ
う
に
各
々
の
会
員
数
が
明

記
さ
れ
て
計
一
一
、
三
四
四
名
で
あ
る
こ
と
が
一
目
で
わ
か
る
。
ま
た
、
地
区
別
の
会
員
リ
ス
ト
一
覧
も
付
記
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
、

『
日
本
社
会
学
会
会
員
名
簿
』
（
昭
和
六
三
年
七
月
現
在
）
で
は
、
「
会
則
」
に
あ
る
「
通
常
会
員
」
「
特
別
会
員
」
の
数
も
明
記
さ
れ
て
い
な

い
し
、
全
体
が
何
名
の
会
員
数
な
の
か
、
地
区
別
の
会
員
数
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
、
も
明
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
会
員
自
ら
が
、

自
ら
の
関
心
で
集
計
を
試
み
る
し
か
な
い
の
で
あ
る
。
（
韓
国
で
は
さ
き
の
『
学
会
活
動
及
会
員
動
静
』
に
よ
れ
ば
、
団
体
会
員
を
除
い

て
、
国
内
会
員
二
八
五
名
、
海
外
会
員
三
〇
名
、
計
三
一
五
名
、
他
に
在
米
国
韓
国
人
社
会
学
者
三
一
名
が
記
載
さ
れ
て
い
る
）
。

　
会
員
の
専
攻
分
野
を
概
観
す
る
前
に
、
終
戦
後
の
社
会
学
会
会
員
数
の
推
移
を
み
て
お
き
た
い
。
一
九
四
九
年
（
昭
和
二
四
年
）
に
は
五

　
（
8
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

五
〇
名
、
一
九
五
七
年
（
昭
和
三
二
年
）
約
八
七
〇
名
、
一
九
六
五
年
（
昭
和
四
〇
年
）
約
一
〇
〇
〇
名
、
一
九
七
三
年
（
昭
和
四
八
年
）
一
一

　
（
n
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
B
）

一
九
名
、
一
九
七
四
年
（
昭
和
四
九
年
）
二
二
〇
〇
名
、
一
九
七
九
年
（
昭
和
五
四
年
）
一
七
一
四
名
、
一
九
八
二
年
（
昭
和
五
七
年
）
一
八
一

（
1
4
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

六
名
、
一
九
八
五
年
（
昭
和
六
〇
年
）
一
九
三
一
名
で
あ
っ
た
。
一
九
八
八
年
（
昭
和
六
一
二
年
）
現
在
の
会
員
数
は
二
一
〇
六
名
で
あ
る
。
大

学
・
短
期
大
学
の
学
生
数
の
推
移
を
み
た
と
き
に
試
み
た
よ
う
に
、
一
九
六
五
年
を
一
〇
〇
と
し
た
場
合
に
、
社
会
学
会
会
員
数
の
一
九

八
八
年
時
点
の
指
数
は
一
二
〇
・
六
（
表
2
に
み
た
よ
う
に
同
じ
く
大
学
学
生
数
は
一
二
二
・
七
、
短
期
大
学
学
生
数
は
三
〇
五
・
二
）

で
あ
り
、
学
生
数
の
推
移
と
似
た
よ
う
な
形
で
増
加
し
て
き
た
こ
と
が
わ
か
る
．
し
か
し
、
ア
メ
リ
カ
社
会
学
会
で
は
ほ
ぽ
同
じ
時
期
の

一
九
六
七
年
に
一
一
三
四
四
名
の
会
員
数
を
擁
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
わ
が
国
の
一
九
八
八
年
の
二
一
〇
六
名
の
う
ち
、
大
学
・
学
校
関

14
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係
以
外
の
役
所
・
自
治
体
、
団
体
・
協
会
．
研
究
所
、
企
業
な
ど
に
所
属
し
て
い
る
人
の
割
合
は
．
約
七
％
と
少
な
い
．

　
表
9
は
、
『
日
本
社
会
学
会
会
員
名
簿
』
（
昭
和
六
一
二
年
七
月
現
在
）
に
記
さ
れ
て
い
る
会
員
の
主
な
専
攻
研
究
分
野
（
各
自
三
つ
ま
で
の
分

野
を
選
択
解
答
し
た
も
の
）
を
集
計
し
た
も
の
で
あ
る
。
専
攻
分
野
の
分
類
自
体
が
細
分
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
ろ
う
が
、
ひ
と
つ
の
特
徴

は
、
専
攻
分
野
が
多
岐
に
及
び
専
門
分
化
．
多
様
化
、
分
散
化
の
傾
向
を
示
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
だ
が
、
構
成
比
の
数
値
で
い
え
ば
、

社
会
哲
学
・
社
会
思
想
・
社
会
学
史
、
一
般
理
論
、
家
族
、
農
漁
山
村
・
地
域
社
会
、
経
営
・
産
業
．
労
働
、
社
会
心
理
．
社
会
意
識
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鴛
帽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
器
胴

）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
を
　
野

月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
野
　
分

7
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
励
分
一
二

年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
攻
　
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゑ
　
　
　
ヤ

㎜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
認
飢

6
て
　
　
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
じ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o
　
⑫
粗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
　
　
　
　
　
資

専　攻　分　野 実数 構成比（％）

1．社会哲学・社会思想・社会学史 294 5．7

2．一般理論 324 6．3

3．社会変動論 121 2．4

4．社会集団・組織論 160 3．1

5．階級・階層・社会移動　　、 152 3．0

6．家　　族 345 6．7

7．農漁山村・地域社会 353 6．9

8．都　　市 212 4．1

9．生活構造 94 1．8

10．政治・国際関係 126 2．4

11．社会運動・集合行動 85 1．7

12．経営・産業・労働 260 5．1

13．人　　口 38 0．7

14．教　　育 232 4．5

15．文化・宗教・道徳 248 4．8

16．社会心理・社会意識 308 6．0

17．コミュニケーション・情報・シンボル 223 4．3

18．社会病理・社会問題 248 4．8

19．社会福祉・社会保障・医療 324 6．3

20．計画・開発 86 1．7

21．社会学研究法・調査法・測定法 131 2．5

22．経　　済 45 0．9

23．社会史・民俗・生活史 159 3．1

24．法　　律 28 0．5

25．民族問題・ナショナりズム 57 1．1

26．比較社会・地域研究（エリア・スタディ） 173 3．4

27．差別問題 62 1．2

28．性・世代 101 2．0

29．知識・科学 57 1．1

30．余暇・スポーツ 38 0．7

31．その他 62 1．2

計 5146 100．0

15

　ものてある・　　　　　　　　　　理の　各ひ

注（1〉1988年7月現在で日本社会学会。個杏含員2’160会員のうち’上1己の分会成ゑ野な

　類て専攻分野を言己人している1・951会則一ついての専攻分野を集計した心比力1＿い

・集）認轍鞭lll騨三分野以内で言己藝鰐

　表9日本社会学会会員の主な専攻分野（1988年7月）　社は野係
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社
会
福
祉
・
社
会
保
障
・
医
療
な
ど
は
比
較
的
に
比
率
が
高
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
更
に
、
福
武
直
論
文
「
日
本
社
会
学
」
の
な
か
で
、

や
は
り
同
じ
よ
う
に
日
本
社
会
学
会
員
の
専
攻
分
野
（
一
九
七
三
年
）
を
集
計
し
て
い
る
の
と
較
べ
る
と
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
い
え
る
。

分
類
が
少
々
異
な
っ
て
い
る
の
で
問
題
も
あ
る
が
、
構
成
比
の
う
え
で
、
一
九
七
三
年
時
に
比
し
て
数
値
が
増
加
し
て
い
る
専
攻
分
野
は
、

一
般
理
論
、
社
会
変
動
論
、
社
会
集
団
・
組
織
論
、
階
級
・
階
層
・
社
会
移
動
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ソ
・
情
報
・
シ
ン
ボ
ル
、
社
会
福

祉
・
社
会
保
障
・
医
療
、
社
会
学
研
究
法
・
調
査
法
・
測
定
法
、
社
会
史
・
民
俗
・
生
活
史
、
比
較
社
会
・
地
域
研
究
（
エ
リ
ァ
．
ス
タ
デ

ィ
）
な
ど
で
あ
る
。
主
た
る
専
攻
分
野
に
つ
い
て
の
学
会
員
の
最
近
の
動
向
に
つ
い
て
い
え
ば
、
多
岐
に
専
門
分
化
し
て
い
る
一
方
で
、

最
近
の
急
激
な
社
会
変
動
や
世
界
的
な
広
が
り
、
社
会
問
題
、
理
論
動
向
の
新
た
な
変
化
、
方
法
論
的
関
心
な
ど
の
動
き
を
反
映
し
た
専

攻
分
野
の
選
択
を
示
し
て
い
る
と
も
い
え
る
。
こ
の
よ
う
な
変
化
に
つ
い
て
も
『
会
員
名
簿
』
に
項
目
と
し
て
、
性
別
、
出
生
年
、
出
身

学
校
な
ど
も
記
載
さ
れ
て
い
れ
ぽ
、
も
う
少
し
多
面
的
な
考
察
を
も
容
易
に
可
能
に
す
る
筈
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

　
日
本
社
会
学
会
員
の
文
献
執
筆
活
動
や
研
究
業
績
に
つ
い
て
の
「
調
査
」
も
先
学
に
よ
っ
て
す
で
に
な
さ
れ
て
い
る
。
北
川
隆
吉
監
修

『
現
代
社
会
学
辞
典
』
の
な
か
で
、
副
田
義
也
に
よ
る
「
日
本
社
会
学
会
会
員
に
よ
る
社
会
学
文
献
の
推
移
」
に
つ
い
て
統
計
表
が
掲
載

さ
れ
て
い
る
。
表
1
0
に
よ
れ
ば
一
九
六
〇
1
六
四
年
の
間
に
、
ω
論
文
計
≡
三
一
、
ω
著
書
・
編
書
計
四
九
四
．
⑥
訳
書
計
一
〇
七
、

一
九
六
五
ー
六
九
年
で
は
、
①
二
三
〇
七
、
㈲
五
〇
一
、
⑥
一
五
二
、
一
九
七
〇
1
七
四
年
で
は
ω
三
四
五
九
、
㈲
四
六
四
、
⑥
一
九
五
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

そ
し
て
一
九
七
五
－
七
九
年
で
は
ω
四
八
六
八
、
㈹
六
四
七
、
⑥
二
二
五
、
で
あ
っ
た
．
一
九
七
〇
年
代
後
半
の
論
文
総
数
は
四
八
六
八

編
で
あ
っ
た
が
．
主
題
別
に
上
位
十
位
を
し
め
た
の
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。
「
一
位
ー
社
会
哲
学
・
社
会
思
想
・
社
会
学
史
（
四
七

〇
編
）
、
二
位
i
教
育
（
三
九
〇
編
）
、
三
位
－
農
・
山
・
漁
村
・
地
域
社
会
（
三
八
四
編
）
、
四
位
－
医
療
・
社
会
福
祉
（
三
七
〇
編
）
、
五

位
i
家
族
（
三
二
八
編
）
、
六
位
ー
都
市
（
一
一
二
四
編
）
、
七
位
－
産
業
・
労
働
（
三
〇
二
編
）
、
八
位
－
一
般
理
論
（
二
九
三
編
）
、
九
位

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
珀
）

1
社
会
問
題
・
社
会
病
理
（
二
八
四
編
）
、
十
位
ー
社
会
意
識
・
社
会
心
理
（
二
四
六
編
）
」
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
傾
向
は
一
九
八
○

年
代
に
入
っ
て
も
多
少
の
変
化
は
あ
る
も
の
の
同
様
の
傾
向
を
示
し
て
お
り
、
家
族
、
農
・
山
・
漁
村
・
地
域
社
会
、
教
育
、
r
社
会
哲
学
・

16
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　　　　　　　　　表m　日本社会学会会員による社会学文献の推移
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2

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

n
乙
　
　
7

9
　
　
0

オ
憶
　
「
轟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ボ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ン

史
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ

学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
報

社
　
　
　
　
　
　
　
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
情

・
　
　
　
　
動
　
　
社

想
　
　
　
　
　
移
　
　
域
　
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
理
ン
理

思
　
　
　
　
　
会
　
　
地
　
　
研
　
　
論
　
　
　
　
　
　
心
ヨ
病

会
　
　
　
　
　
社
　
　
　
　
　
域
　
　
動
　
　
　
　
　
　
会
シ
会
祉
　
　
法
　
　
　
　
　
　
ツ

社
　
　
　
　
　
　
　
村
　
　
地
　
　
運
　
　
　
　
　
　
社
一
社
福
　
　
定
　
　
　
　
　
　
一

・
　
　
　
織
層
　
　
漁
　
　
　
　
　
・
働
　
　
　
教
・
ケ
　
・
会
画
測
　
　
　
　
　
俗
ポ

学
論
動
組
階
族
・
市
係
治
動
労
口
育
宗
識
二
題
社
計
・
済
史
律
民
ス
他
計

譲
詳
級
山
醐
錯
　
　
知
翌
翻
墨
会
総
の
文

社
一
社
集
階
家
農
都
国
政
社
産
人
教
文
社
コ
社
医
開
調
経
社
法
民
余
そ
論

1
2
3
4
5
6
7
8
9
1
0
1
1
1
2
1

3
1
4
1
5
1
6
1
7
1
8
1
9
2
0
2
1
2
2
2
3
2
4
2
5
2
6
2
7

計書編
計
．
書

書
著
訳

引用：北川隆吉監修『現代社会学辞典』（有信堂、1984年）23頁より引用。
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（
⑳
）

社
会
思
想
・
社
会
学
史
、
社
会
福
祉
・
医
療
、
一
般
理
論
、
都
市
、
文
化
な
ど
の
分
野
で
多
く
の
業
績
が
産
み
出
さ
れ
て
い
る
。

　
全
体
の
す
う
勢
に
し
て
も
、
ま
た
分
野
別
に
限
っ
て
も
如
何
に
膨
大
な
数
の
文
献
・
研
究
業
績
が
産
み
出
さ
れ
て
い
る
か
が
瞭
然
と
し

て
い
る
。
し
か
も
、
学
会
員
の
増
加
も
あ
っ
て
文
献
の
増
加
傾
向
は
著
し
く
な
っ
て
お
り
、
個
々
の
研
究
者
に
す
れ
ば
文
献
検
索
シ
ス
テ

ム
や
利
用
シ
ス
テ
ム
が
よ
ほ
ど
う
ま
く
活
用
し
な
い
と
こ
れ
ら
の
膨
大
な
文
献
に
接
す
る
機
会
は
極
め
て
限
定
さ
れ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
。

わ
れ
わ
れ
の
学
問
活
動
自
体
が
ま
す
ま
す
専
門
分
化
し
つ
つ
も
、
わ
れ
わ
れ
自
身
が
膨
大
な
文
献
資
料
・
情
報
等
を
自
己
増
殖
さ
せ
つ
つ
、

自
ら
情
報
洪
水
の
渦
中
に
い
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
戦
後
日
本
の
社
会
学
の
学
問
活
動
が
、
高
等
教
育
の
普
及
拡
大
と
多
分
に
そ
れ
に
支
え
ら
れ
た
学
問
活
動
の
制
度
化
と
に
よ
っ
て
、
今

日
で
は
大
い
に
活
発
化
し
隆
盛
を
迎
え
る
に
至
っ
た
こ
と
は
率
直
に
喜
ぶ
べ
き
こ
と
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
高
等
教
育
や
学
間

活
動
の
制
度
化
が
内
部
に
閉
鎖
化
し
硬
着
化
し
全
体
社
会
の
動
き
か
ら
余
り
に
隔
絶
し
充
分
な
対
応
能
力
を
欠
き
、
同
時
に
大
勢
．
時

局
・
「
現
実
」
に
追
随
す
る
あ
ま
り
に
批
判
能
力
を
失
い
易
い
傾
向
に
も
、
わ
れ
わ
れ
は
注
意
を
向
け
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
る
。

18

三
、
「
日
本
社
会
学
会
」
大
会
に
お
け
る
最
近
の
テ
ー
マ

　
日
本
社
会
学
の
最
近
の
動
向
を
概
観
し
て
い
く
う
え
で
、
戦
後
日
本
の
高
等
教
育
の
普
及
拡
大
と
社
会
学
会
の
会
員
数
や
会
員
の
専
攻

研
究
分
野
の
推
移
を
断
片
的
な
が
ら
跡
づ
け
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
次
に
学
会
活
動
の
ひ
と
つ
の
中
心
的
活
動
で
も
あ
る
年
次
大
会
で

の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
部
会
で
と
り
あ
げ
ら
れ
て
き
た
「
テ
ー
マ
」
に
焦
点
を
あ
て
て
、
そ
れ
ら
の
特
徴
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
初
め
に
社
会
学
の
学
問
活
動
を
め
ぐ
っ
て
の
学
会
活
動
に
触
れ
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
現
在
の
「
目
本
社
会
学
会
」
の
設
立
を
め
ぐ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
21
）

経
緯
に
つ
い
て
は
以
前
言
及
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、
一
九
二
〇
年
代
に
設
立
さ
れ
て
以
来
今
日
ま
で
こ
れ
を
母
体
に
し
て
学
会
活
動
が
継
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続
さ
れ
、
各
地
区
学
会
や
各
種
社
会
学
会
、
あ
る
い
は
関
連
学
会
が
成
立
し
て
、
展
開
さ
れ
て
き
た
。
学
術
会
議
事
務
局
が
昭
和
六
一
年

七
月
に
試
み
た
「
学
術
研
究
団
体
調
査
」
か
ら
社
会
学
関
係
、
社
会
福
祉
学
関
係
を
ぬ
き
だ
し
た
の
が
、
表
11
で
あ
る
。
『
全
国
学
術
研

究
団
体
総
覧
』
の
な
か
で
は
各
学
術
研
究
団
体
の
名
称
、
所
在
地
、
代
表
者
、
創
設
経
緯
、
目
的
、
会
員
数
、
集
会
、
刊
行
物
に
つ
い
て
、

掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
表
n
は
学
術
研
究
団
体
名
、
創
設
年
度
、
会
員
数
、
刊
行
物
の
み
を
表
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
社
会
学
関
係
に
限

れ
ば
、
昭
和
二
〇
年
代
に
各
地
学
会
（
北
海
道
社
会
学
会
、
東
北
社
会
学
会
、
関
東
社
会
学
会
、
関
西
社
会
学
会
、
西
日
本
社
会
学
会
）
が
設
立
さ
れ

て
地
域
学
会
活
動
が
動
き
出
し
、
昭
和
二
四
年
設
立
の
目
本
教
育
社
会
学
会
、
昭
和
二
八
年
設
立
の
村
落
研
究
会
な
ど
を
始
め
と
し
て
、

ほ
ぼ
昭
和
三
〇
年
代
以
降
は
共
通
の
対
象
や
問
題
に
対
し
て
異
な
る
領
域
の
研
究
者
の
参
加
す
る
関
連
学
会
や
各
種
の
社
会
学
会
が
数
多

く
設
立
さ
れ
て
き
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
今
日
で
は
母
体
で
あ
る
「
日
本
社
会
学
会
」
が
会
員
数
二
〇
〇
〇
名
を
超
え
る
大
所
帯
に
な

っ
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
関
連
学
会
や
各
種
の
社
会
学
会
の
設
立
が
新
設
増
加
さ
れ
、
活
動
舞
台
や
領
域
も
広
げ
つ
つ
ま

す
ま
す
専
門
分
化
の
傾
向
を
深
め
て
き
て
い
る
。
そ
し
て
、
所
属
学
会
が
増
え
れ
ば
増
え
る
程
、
学
会
活
動
自
体
も
年
々
行
事
化
し
忙
し

く
な
っ
て
き
て
い
る
の
も
事
実
で
あ
る
。

　
こ
の
表
の
な
か
で
、
刊
行
物
が
「
会
報
」
の
み
だ
っ
た
団
体
も
そ
の
後
新
た
に
機
関
誌
を
発
刊
す
る
に
至
っ
た
と
こ
ろ
も
あ
る
。
北
海

道
社
会
学
会
編
『
現
代
社
会
学
研
究
』
（
一
九
八
八
年
九
月
創
刊
）
、
関
東
社
会
学
会
編
『
年
報
社
会
学
論
集
』
（
一
九
八
八
年
創
刊
）
、
解
放
社

会
学
研
究
会
編
『
解
放
社
会
学
研
究
』
（
一
九
八
六
年
十
二
月
創
刊
）
な
ど
の
例
で
あ
る
．
ま
た
、
実
際
に
は
こ
の
『
全
国
学
術
研
究
団
体
総

覧
』
に
未
収
録
の
団
体
や
そ
の
後
に
設
立
さ
れ
た
研
究
会
や
団
体
も
多
い
。
経
済
社
会
学
会
、
日
本
社
会
病
理
学
会
、
数
理
社
会
学
会
、

日
本
労
働
社
会
学
会
、
家
族
社
会
学
セ
ミ
ナ
ー
（
『
家
族
社
会
学
研
究
』
一
九
八
九
年
創
刊
）
、
生
活
史
研
究
会
、
「
寄
せ
場
」
学
会
、
そ
の
他

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

の
さ
ま
ざ
ま
の
研
究
会
等
な
ど
の
活
動
も
注
目
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
．

　
こ
こ
で
は
「
日
本
社
会
学
会
」
大
会
で
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
テ
ー
マ
部
会
の
テ
ー
マ
の
特
徴
に
つ
い
て
だ
け
に
限
定
し
て
考
察
し
て
い

き
た
い
。
各
地
区
の
社
会
学
会
の
開
催
時
期
と
の
組
合
せ
て
年
一
回
の
「
日
本
社
会
学
会
」
年
次
大
会
は
毎
年
九
月
あ
る
い
は
十
月
に
開
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表11社会学・社会福祉関係の学術研究団体（昭和61年7月）

学術研究団体名 創設 会員　数 刊行物
（ママ）

日本社会学会 1923 1948 社会学評論（年4回）

北海道社会学会 1951 93，学生11 北海道社会学会報（年3回）

東北社会学研究会 1950 108，維持86，団体60 社会学研究（年2回）

東北社会学会 1953 179 社会学年報（年1回）

関東社会学会 1952 314 学会ニュース（年4回〉

関西社会学会 1950 549 ソシオロジ（年3回）

西日本社会学会 1946 150，名誉6 西日本社会学会ニュース（年3回）

九学会連合 1947 参加学会9団体 人類科学（年1回）

日μ、社会学会 1974 112

日本社会学史学会 1960 203，学生11 社会学史研究（年1回）

比軽文明学会 1983 402 比較文明（年1回）

村落社会研究会 1953 346 村落社会研究（年1回）

地域社会学会 1984 232 地域社会学会年報（年1回）

むら研究会 1975 75 むら研究会年報（年1回）

日本都市学会 1953 590，団体30 年報（年1回）

日本都市社会学会 1982 157 日本都市社会学年報（年1回）

部落問題研究所 1948 697，賛助54，団体37 部落（年13回）、部落問題研究（年4回）

日本解放社会学会 1985 102，特別17，海外3

岡山部落問題調査研究会 1961 300，賛助80 部落問題（年6回）

日本生活学会 1972 668，名替3，団体19 生活学（年1回）

家族問題研究会 1955 288 家族研究年報（年1回）

生活経済学会 1985 509，準会員827，団体38 学会会報（年2回）

比較家族史学会 1982 213，賛助2団体 会報比較家族史（年2回）

日本女性学会 1979 143 日本女性学会ニュース（年4回）

日本老年社会科学会 1959 589 老年社会科学（年1回）

日本犯罪社会学会 1974 370 犯罪社会学研究（年1回）

日本新聞学会 1951 680，準4，名誉2，賛助38 新聞学評論（年1回）

日本出版学会 1969 274，賛助100団体 出版研究（年1回）

日本コミュニケーション学会 1970 200 ヒューマン・コミュニケーション研究（年1回）

日本教育社会学会 1949 710 教育社会学研究（年1回）

日本社会福祉学会 1954 1436，海外4 社会福祉学（年2回）

社会事業史研究会 1973 120 社会事業史研究（年1回）

保健・医療社会学研究会 1974 140 保健医療社会学年報（年1回）

医療経済研究会 1985 478 医療経済研究会会報（年2回）

日本基督教社会福祉学会 1960 295，準2，会友19，賛助34 基督教社会福祉学研究（年1回）

日本μ、教社会福祉学会 1966 196 日本仏教社会福祉学会年報（年1回）

引用：日本学術会議事務局監修『全国学術研究団体総監（昭和63）』より引用作成。これは、昭和61年7月に

　　　日本学術会議事務局が実施した「学術研究団体調査」の調査結果によるものである。
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催
さ
れ
、
一
般
自
由
報
告
と
テ
ー
マ
部
会
・
全
体
の
シ
ソ
ポ
ジ
ウ
ム
の
構
成
で
運
営
さ
れ
て
き
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

　
と
こ
ろ
で
、
戦
後
の
日
本
社
会
学
の
動
向
や
特
徴
を
め
ぐ
っ
て
は
し
ば
し
ば
論
じ
ら
れ
て
き
た
。
尾
高
邦
雄
『
現
代
の
社
会
学
』
（
一
九

五
八
年
）
で
は
、
世
界
の
社
会
学
の
主
要
動
向
を
m
田
国
際
化
、
G
⇒
統
合
化
、
圓
多
様
化
、
㈲
実
用
化
、
団
精
密
化
、
㈲
体
系
化
、
圃
研
究

課
題
に
お
け
る
新
傾
向
、
な
ど
の
諸
傾
向
と
し
て
概
観
し
た
の
に
対
比
し
て
、
「
日
本
社
会
学
の
国
際
的
孤
立
」
に
み
る
「
自
己
閉
鎖
的

　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

傾
向
」
を
指
摘
さ
れ
た
。
ま
た
、
鈴
木
広
は
論
文
「
戦
後
日
本
社
会
学
の
問
題
状
況
」
（
一
九
七
〇
年
）
の
な
か
で
、
彼
自
身
が
試
み
た
質

問
紙
調
査
を
通
じ
て
戦
後
日
本
社
会
学
の
主
要
動
向
と
し
て
ω
精
密
化
、
実
証
技
術
の
高
度
化
、
数
量
化
、
㈲
多
様
化
、
研
究
対
象
や
主

題
の
面
で
の
変
化
、
⑥
国
際
的
交
流
の
増
大
、
と
り
わ
け
ア
メ
リ
カ
社
会
学
の
導
入
、
働
マ
ル
ク
ス
主
義
と
の
交
流
の
増
大
な
ど
を
あ
げ
、

戦
後
の
導
入
期
を
特
徴
づ
け
る
傾
向
と
し
て
「
マ
ル
ク
ス
主
義
的
立
場
、
パ
ー
ソ
ニ
ア
ン
的
立
場
、
実
証
主
義
者
た
ち
の
、
漸
次
的
分
極

　
　
　
　
　
　
　
（
25
）

化
」
を
指
摘
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
「
理
論
と
実
証
と
の
相
互
媒
介
を
条
件
と
す
る
社
会
的
現
実
の
科
学
的
解
明
」
に
向
け
て
の
、
「
…

日
本
社
会
学
の
直
面
す
る
重
要
課
題
」
と
し
て
「
ω
社
会
学
の
性
格
の
明
確
化
、
社
会
学
独
自
の
理
論
の
強
化
が
最
も
多
く
展
望
さ
れ
、

⑧
い
ろ
い
ろ
な
意
味
で
の
協
同
研
究
・
共
同
討
議
の
推
進
・
拡
大
が
同
じ
く
必
要
と
さ
れ
、
⑥
マ
ル
ク
ス
主
義
と
の
一
層
の
交
流
」
が
提

　
　
　
　
　
（
2
6
）

起
さ
れ
て
い
た
．

　
更
に
、
そ
の
後
や
や
経
過
し
た
時
点
で
福
武
直
は
「
日
本
社
会
学
」
（
一
九
七
四
年
）
で
、
戦
前
と
異
な
る
戦
後
日
本
社
会
学
の
著
し
い

傾
向
と
し
て
、
第
一
に
ア
メ
リ
カ
社
会
学
の
強
い
影
響
、
第
二
に
社
会
心
理
学
、
文
化
人
類
学
、
市
民
社
会
論
、
大
衆
社
会
論
、
世
論
、

マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
．
産
業
・
労
働
、
都
市
な
ど
の
よ
う
に
研
究
領
域
の
拡
大
、
第
三
に
調
査
活
動
の
活
発
化
を
あ
げ
た
う
え

で
、
最
近
の
動
向
に
触
れ
つ
つ
「
こ
れ
か
ら
の
日
本
社
会
学
が
果
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
」
と
し
て
、
第
一
に
「
社
会
学
の
基
礎
的

体
系
的
理
論
を
樹
立
す
る
試
み
が
、
積
極
的
に
行
な
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
点
」
（
マ
ル
ク
ス
主
義
社
会
学
と
正
統
的
な
社
会
学
と

の
対
話
と
協
力
）
、
第
二
に
そ
う
し
た
社
会
学
理
論
が
「
現
実
の
社
会
分
析
に
お
い
て
競
争
的
に
共
存
し
、
さ
ら
に
は
協
力
し
て
ゆ
く
こ

と
が
必
要
で
あ
る
」
こ
と
（
日
本
社
会
の
全
体
像
の
解
明
）
、
第
三
に
「
外
国
の
社
会
の
研
究
に
も
精
力
を
向
け
る
と
と
も
に
、
日
本
社
会
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学
を
国
際
化
す
る
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
、
第
四
に
「
社
会
学
の
研
究
教
育
の
体
制
」
を
社
会
科
学
と
し
て
自
由
で
豊
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）

学
問
研
究
教
育
体
制
に
つ
く
り
あ
げ
る
努
力
を
す
る
こ
と
、
を
鋭
く
指
摘
し
て
い
た
。

　
尾
高
邦
雄
、
鈴
木
広
、
福
武
直
な
ど
に
よ
る
戦
後
日
本
社
会
学
に
つ
い
て
の
動
向
と
課
題
の
把
握
は
、
極
め
て
鋭
利
で
あ
り
今
日
に
お

い
て
も
な
お
そ
の
ま
ま
あ
て
は
ま
る
諸
点
も
少
く
な
い
。
特
に
、
諸
氏
が
今
後
の
課
題
と
し
て
提
起
さ
れ
て
い
る
問
題
点
は
、
現
在
に
お

い
て
も
同
様
な
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
先
学
に
よ
る
戦
後
日
本
社
会
学
の
動
向
把

握
は
、
そ
れ
ら
の
時
点
で
は
、
本
稿
の
「
一
、
は
じ
め
に
」
に
お
い
て
前
提
的
な
時
期
区
分
と
し
て
設
定
し
た
第
一
の
時
期
区
分
（
一
九
四

五
－
一
九
六
〇
年
）
、
第
二
の
時
期
区
分
（
一
九
六
一
i
一
九
七
五
年
）
ま
で
を
対
象
に
し
た
も
の
で
あ
り
、
本
稿
で
対
象
と
し
て
い
る
第
三
期

（
一
九
七
六
年
i
現
在
）
で
の
動
向
と
課
題
は
質
的
に
異
っ
て
く
る
の
は
明
ら
か
で
あ
る
．
そ
の
こ
と
を
考
え
る
ひ
と
つ
の
資
料
と
し
て
「
日

本
社
会
学
会
」
大
会
で
の
テ
ー
マ
（
シ
ソ
ポ
ジ
ウ
ム
、
部
会
）
を
み
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。

　
ω
剛
九
六
一
年
（
昭
和
三
六
年
）
1
一
九
七
五
年
（
昭
和
五
〇
年
）
の
時
期
に
お
け
る
「
日
本
社
会
学
会
」
大
会
で
の
「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
・

「
部
会
」
の
テ
ー
マ

●
第
三
四
回
大
会
、
一
九
六
一
年
十
月
十
四
・
十
五
日
、
京
都
大
学
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
ー
「
都
市
化
の
理
論
」
、
シ
ソ
ポ
ジ
ウ
ム
H
「
社
会
運
動
」

●
第
三
五
回
、
一
九
六
二
年
十
一
月
三
・
四
目
、
東
洋
大
学
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
ー
「
日
本
に
お
け
る
政
治
の
社
会
的
基
底
」
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
n
「
マ

　
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ソ
研
究
に
お
け
る
方
法
と
理
論
」

●
第
三
六
回
、
一
九
六
三
年
十
月
一
九
・
二
〇
日
、
鹿
児
島
大
学
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
ー
「
地
域
開
発
の
諸
問
題
」
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
H
「
社
会
学
の
方

　
法
」

●
第
三
七
回
、
一
九
六
四
年
九
月
二
六
・
二
七
日
、
東
京
都
立
大
学
、
重
点
部
会
「
現
代
社
会
学
に
お
け
る
M
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
意
義
」

●
第
三
八
回
、
一
九
六
五
年
十
月
九
・
一
〇
日
、
東
北
大
学
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
戦
後
目
本
社
会
学
の
総
括
と
展
望
」
、
総
合
調
査
報
告
「
地
域
社
会

　
の
変
化
」

●
第
三
九
回
、
一
九
六
六
年
十
月
二
二
・
二
三
日
．
明
治
学
院
大
学
．
シ
ソ
ポ
ジ
ウ
ム
「
社
会
学
は
社
会
福
祉
問
題
に
何
を
寄
与
し
え
る
か
」
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●
第
四
〇
回
、
一
九
六
七
年
十
月
八
・
九
日
、
名
古
屋
大
学
、
テ
ー
マ
部
会
・
（
第
一
部
会
）
「
現
代
の
社
会
変
動
を
ど
う
と
ら
え
る
か
」
、
（
第
二
部
会
）

　
「
社
会
変
動
と
現
代
家
族
」
、
（
第
三
部
会
）
「
戦
後
目
本
の
地
域
間
題
」
、
（
第
四
部
会
）
「
経
営
合
理
化
と
労
働
者
」
、
（
第
五
部
会
）
「
社
会
心
理
へ
の

　
接
近
法
」
、
（
第
六
部
会
）
「
組
織
の
比
較
分
析
」

●
第
四
一
回
、
咽
九
六
八
年
十
月
二
〇
二
二
日
、
早
稲
田
大
学
、
テ
ー
マ
部
会
・
（
理
論
部
会
）
「
機
能
主
義
は
社
会
変
動
を
処
理
し
う
る
か
」
、
（
家

　
族
部
会
）
「
役
割
構
造
の
分
析
」
、
（
小
集
団
部
会
）
「
集
団
の
深
層
分
析
を
め
ざ
し
て
」
、
（
社
会
病
理
・
社
会
福
祉
部
会
）
「
犯
罪
研
究
は
ど
う
進
め

　
ら
れ
て
き
た
か
、
ど
う
あ
る
べ
き
か
ー
そ
の
基
本
的
解
明
1
」
、
（
地
域
部
会
）
「
地
域
再
編
成
と
住
民
の
対
応
」
、
（
産
業
・
労
働
部
会
）
「
産
業
合
理

　
化
過
程
に
お
け
る
地
域
産
業
と
労
働
者
の
状
態
」
、
（
政
治
部
会
）
「
政
治
意
識
と
投
票
行
動
の
変
貌
」
（
マ
ス
・
コ
、
・
・
部
会
）
「
マ
ー
ケ
ッ
テ
ィ
ン
グ
．

　
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
！
シ
ョ
ン
を
め
ぐ
る
二
、
三
の
問
題
」

●
第
四
二
回
、
一
九
六
九
年
十
月
四
・
五
日
、
島
根
大
学
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
過
疎
問
題
－
中
国
山
地
を
中
心
と
し
て
ー
」
、
テ
ー
マ
部
会
・
（
理
論
部

　
会
）
「
社
会
体
系
論
」
、
（
地
域
と
労
働
者
部
会
）
「
現
代
に
お
け
る
地
域
社
会
の
支
配
構
造
を
め
ぐ
っ
て
」
、
（
家
族
と
社
会
病
理
部
会
）
「
現
代
家
族

　
と
社
会
病
理
」

●
第
四
三
回
、
一
九
七
〇
年
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
ー
「
現
代
日
本
の
都
市
問
題
」
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
n
「
青
年
問
題
」

●
第
四
四
回
、
一
九
七
一
年
一
〇
月
十
六
・
十
七
日
、
関
西
学
院
大
学
．
シ
ソ
ポ
ジ
ウ
ム
「
国
際
比
較
の
社
会
学
」
、
テ
ー
マ
部
会
・
（
理
論
部
会
）
「
ヨ

　
ー
ロ
ッ
パ
社
会
学
の
諸
問
題
」
、
（
政
治
部
会
）
「
政
治
社
会
学
の
構
想
と
研
究
課
題
」
、
（
地
域
部
会
）
「
地
域
社
会
の
変
化
と
住
民
運
動
」
、
（
産
業
部

　
会
）
「
産
業
化
と
国
際
比
較
」
、
（
農
村
部
会
）
「
農
村
社
会
学
の
あ
り
方
を
め
ぐ
っ
て
」
、
（
数
理
社
会
学
部
会
）
「
行
動
科
学
と
数
理
社
会
学
」

●
第
四
五
回
、
一
九
七
二
年
十
月
十
四
・
十
五
日
、
法
政
大
学
、
シ
ソ
ポ
ジ
ウ
ム
A
「
目
本
社
会
学
と
高
田
保
馬
」
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
B
「
社
会
変
動
と

　
社
会
学
」
、
テ
ー
マ
部
会
・
（
理
論
部
会
）
「
役
割
理
論
の
再
検
討
」
、
（
社
会
運
動
部
会
）
「
住
民
運
動
と
ロ
ー
カ
リ
ズ
ム
」
、
（
労
働
部
会
）
「
労
働
者

　
意
識
の
変
容
」
、
（
地
域
部
会
）
「
人
口
の
急
増
と
地
域
社
会
」
、
（
方
法
論
部
会
）
「
社
会
学
に
お
け
る
歴
史
的
方
法
」

●
第
四
六
回
、
蝋
九
七
三
年
十
月
十
三
・
十
四
日
、
日
本
大
学
・
国
立
教
育
会
館
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
「
ア
ジ
ア
の
社
会
と
文
化
を
ど
う
と
ら
え
る
か
」
、

　
テ
ー
マ
部
会
・
A
「
組
織
変
革
の
理
論
」
、
B
「
上
部
構
造
論
の
再
検
討
」
、
C
「
保
健
・
医
療
の
社
会
学
」
、
D
「
全
国
都
市
の
再
編
過
程
」
、
E

　
「
社
会
学
方
法
論
の
再
検
討
」

●
第
四
七
回
．
一
九
七
四
年
十
月
十
九
・
二
〇
日
、
立
命
館
大
学
、
テ
ー
マ
部
会
・
（
理
論
部
会
）
「
現
代
社
会
学
の
新
ら
し
い
動
向
」
、
（
家
族
部
会
）

　
「
家
族
研
究
の
現
代
的
課
題
」
、
（
地
方
・
政
治
部
会
）
「
地
方
政
治
と
住
民
」
、
（
保
健
・
医
療
部
会
）
「
保
健
・
医
療
社
会
学
の
現
代
的
課
題
」
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●
第
四
八
回
、
一
九
七
五
年
十
一
月
二
・
三
日
、
成
蹟
大
学
、
シ
ソ
ポ
ジ
ウ
ム
「
現
代
社
会
学
の
新
し
い
動
向
」
・
ω
「
機
能
主
義
1
そ
の
限
界
と
可

　
　
能
性
ー
」
、
㈲
批
判
的
社
会
学
ー
転
換
期
に
お
け
る
社
会
学
理
論
1
」
、
⑥
「
理
解
社
会
学
の
展
開
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
ヘ

　
毎
年
の
年
次
大
会
に
お
け
る
シ
ソ
ポ
ジ
ウ
ム
、
部
会
の
テ
ー
マ
は
、
日
本
社
会
学
の
動
向
や
特
徴
を
知
る
う
え
で
の
ひ
と
つ
の
資
料
で

し
か
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
テ
ー
マ
の
選
定
自
体
が
、
そ
の
当
時
の
人
々
、
研
究
者
、
学
会
員
の
関
心
や
社
会
全
体
の
生
活
問
題
、

社
会
問
題
を
そ
の
ま
ま
反
映
し
て
い
る
の
か
、
ど
う
か
と
い
う
こ
と
も
考
え
て
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。
学
会
組
織

と
い
う
組
織
や
機
構
、
テ
ー
マ
選
定
を
め
ぐ
る
学
会
集
団
に
お
け
る
意
思
決
定
過
程
や
権
威
・
権
力
構
造
と
い
っ
た
側
面
も
反
映
さ
れ
る

か
も
し
れ
な
い
。
更
に
各
地
区
学
会
や
、
よ
り
専
門
分
化
し
た
間
題
領
域
別
に
結
成
さ
れ
た
各
種
の
学
会
、
会
員
各
自
の
膨
大
な
数
に
の

ぼ
る
著
作
や
研
究
等
な
ど
の
研
究
活
動
も
現
に
あ
る
わ
け
で
、
日
本
社
会
学
会
の
年
次
大
会
の
テ
ー
マ
に
限
定
し
た
考
察
は
自
ら
制
約
を

も
つ
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
戦
後
日
本
の
こ
の
第
二
期
（
一
九
六
一
－
一
九
七
五
年
）
に
お
け
る
社
会
全
体
の
動
き
や
当
時

の
社
会
学
者
の
関
心
を
端
的
に
映
し
出
し
て
い
る
と
も
い
え
る
．
そ
れ
は
、
ひ
と
つ
に
は
高
度
成
長
期
を
大
き
く
反
映
し
た
か
た
ち
で
、

家
族
．
地
域
社
会
、
住
民
生
活
、
産
業
・
労
働
、
政
治
、
社
会
心
理
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
組
織
、
青
年
、
国
際
比
較
な
ど
の
領
域

に
し
め
さ
れ
る
急
激
な
社
会
変
動
と
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
問
題
の
噴
出
、
そ
し
て
理
論
的
に
は
構
造
“
機
能
主
義
と
マ
ル
ク
ス
主
義
、
新
し

い
理
論
的
視
座
へ
の
関
心
展
開
、
更
に
社
会
学
の
方
法
論
上
の
再
検
討
へ
の
動
き
な
ど
で
あ
る
。

　
⑳
一
九
七
六
年
（
昭
和
五
一
年
）
1
現
在
の
時
期
に
お
け
る
「
日
本
社
会
学
会
」
大
会
宅
の
「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
・
「
部
会
」
で
の
テ
ー
マ

　
●
第
四
九
回
、
一
九
七
六
年
十
月
十
二
・
十
三
日
．
広
島
大
学
、
テ
ー
マ
部
会
・
コ
九
六
〇
年
代
以
降
の
社
会
変
化
と
社
会
問
題
」
．
（
家
族
部
会
）

　
　
「
高
齢
化
社
会
に
お
け
る
家
族
と
人
間
」
、
（
地
域
部
会
）
「
地
域
住
民
生
活
の
変
化
と
住
民
連
帯
の
条
件
」
、
（
労
働
部
会
）
「
産
業
構
造
の
変
容
と
労

　
　
働
者
生
活
」
、
（
政
治
部
会
）
「
参
加
の
動
態
と
現
状
」
、
（
社
会
心
理
・
文
化
部
会
）
「
文
化
の
変
容
と
意
味
の
拡
散
」
、
（
社
会
病
理
部
会
）
「
社
会
変

　
　
化
と
社
会
病
理
」
、
（
社
会
計
画
部
会
）
「
社
会
的
現
実
と
社
会
計
画
論
」

　
●
第
五
〇
回
、
一
九
七
七
年
十
一
月
一
・
二
・
三
目
、
東
京
大
学
・
国
立
教
育
会
館
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
「
日
本
社
会
学
の
展
開
」
、
テ
ー
マ
部
会
・
ω

　
　
「
社
会
的
相
互
作
用
を
ど
う
と
ら
え
る
か
」
、
㈲
現
代
日
本
の
社
会
意
識
ー
①
目
Φ
茜
①
暑
な
意
識
の
解
明
」
、
⑥
「
『
社
会
的
な
も
の
』
の
論
理
ー
マ
ル
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ク
ス
、
デ
ュ
ル
ケ
ム
、
パ
ー
ソ
ソ
ズ
」

●
第
五
一
回
、
一
九
七
八
年
十
月
二
一
・
二
二
日
、
松
山
商
科
大
学
、
テ
ー
マ
部
会
・
ω
「
自
治
体
革
新
の
方
向
と
展
望
」
、
ω
「
交
換
理
論
」
、
⑥

　
「
企
業
福
祉
と
地
域
福
祉
」
、
働
「
知
識
人
論
」

●
第
五
二
回

●
第
五
三
回
、
一
九
八
○
年
九
月
十
四
・
十
五
日
、
北
海
道
大
学
、
特
別
部
会
・
「
北
海
道
社
会
論
」
、
テ
ー
マ
部
会
・
ω
「
現
代
の
家
族
」
、
ω
「
官

　
僚
制
支
配
の
論
理
と
動
態
」
、
⑥
「
現
代
の
階
級
」
、
⑥
「
地
域
社
会
i
一
九
七
〇
年
代
」

●
第
五
四
回
、
一
九
八
一
年
十
月
一
〇
・
二
日
、
慶
鷹
義
塾
大
学
、
テ
ー
マ
部
会
・
（
産
業
・
組
織
部
会
）
「
今
日
に
お
け
る
日
本
的
経
営
」
、
（
文
化
・

　
社
会
意
識
部
会
）
「
生
活
意
識
に
お
け
る
．
変
わ
る
も
の
”
と
”
変
わ
ら
な
い
も
の
”
」
、
（
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ソ
部
会
）
「
高
学
歴
社
会
の
現
状
と

　
展
望
」
、
（
老
年
問
題
部
会
）
「
高
齢
化
社
会
の
現
実
と
社
会
学
の
課
題
」

●
第
五
五
回
、
一
九
八
二
年
十
月
九
・
一
〇
日
、
神
戸
大
学
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
「
日
本
社
会
の
現
状
分
析
」

●
第
五
六
回
、
一
九
八
三
年
十
月
九
・
一
〇
日
、
埼
玉
大
学
、
テ
ー
マ
部
会
・
ω
「
社
会
学
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
革
新
そ
の
後
」
、
ω
「
戦
後
の
日
常
世
界

　
と
多
元
的
現
実
」
、
⑥
「
現
代
地
域
問
題
・
地
域
紛
争
の
位
相
」
、
働
「
生
と
死
の
社
会
学
」

●
第
五
七
回
、
一
九
八
四
年
十
月
二
二
・
一
四
日
、
龍
谷
大
学
、
テ
ー
マ
部
会
・
ω
「
社
会
計
画
と
社
会
指
標
」
、
㈹
「
戦
後
改
革
と
戦
後
社
会
意
識
」
、

　
⑥
「
差
別
の
現
象
学
」
、
⑥
「
現
代
社
会
と
宗
教
」

●
第
五
八
回
、
一
九
八
五
年
十
一
月
三
・
四
日
、
テ
ー
マ
部
会
・
ω
「
古
典
の
現
代
的
解
読
」
、
ω
「
『
目
本
ら
し
さ
』
再
考
」
、
⑥
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン

　
グ
ー
現
代
の
自
発
主
義
と
運
動
i
」

●
第
五
九
回
、
一
九
八
六
年
十
一
月
二
三
・
二
四
日
、
山
口
大
学
、
テ
ー
マ
部
会
・
ω
「
高
齢
化
社
会
の
問
題
」
、
㈹
「
ジ
ェ
ソ
ダ
ー
と
社
会
学
理
論
」
．

　
⑥
「
後
期
資
本
主
義
に
お
け
る
社
会
変
動
と
国
家
」
、
⑥
「
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
現
実
構
成
」

●
第
六
〇
回
、
一
九
八
七
年
十
月
二
・
三
目
、
日
本
大
学
、
テ
ー
マ
部
会
・
ω
「
高
齢
者
の
日
常
生
活
」
、
㈹
「
ジ
ェ
ソ
ダ
ー
と
現
代
社
会
」
、
⑥
「
現

　
代
社
会
－
国
際
化
・
情
報
化
社
会
に
お
け
る
政
治
・
産
業
・
都
市
」
、
四
「
市
民
生
活
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
」

●
第
六
一
回
、
一
九
八
八
年
十
月
九
・
一
〇
目
、
東
北
大
学
、
テ
ー
マ
部
会
・
ω
「
高
齢
化
社
会
へ
の
社
会
学
的
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ブ
」
、
ω
「
ジ
ェ

　
ソ
ダ
ー
と
社
会
学
の
再
構
成
」
、
⑥
「
現
代
社
会
に
お
け
る
『
主
体
』
の
変
容
－
生
活
方
法
（
様
式
）
変
動
の
観
点
か
ら
ー
」
、
＠
「
現
代
社
会

　
へ
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
！
シ
ョ
ソ
論
的
ア
プ
律
ー
チ
」
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●
第
六
二
回
、
早
稲
田
大
学
、
テ
！
マ
部
会
・
ω
「
社
会
理
論
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
ー
〈
モ
ダ
ソ
〉
を
問
い
直
す
ー
』
、
ω
「
天
皇
制
と
天
皇
現
象
」
、

　
　
⑥
「
国
際
化
と
社
会
変
動
」
、
⑥
「
家
族
の
国
際
比
較
1
『
夫
婦
』
の
絆
の
ゆ
く
え
を
間
う
ー
」

戦
後
の
日
本
社
会
学
の
第
三
期
に
あ
た
る
一
九
七
六
年
以
降
の
年
次
大
会
に
お
け
る
「
テ
ー
マ
」
か
ら
い
く
つ
か
の
特
徴
を
列
挙
す
れ
ば
、

次
の
よ
う
な
こ
と
が
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
㈲
新
た
な
社
会
現
象
・
生
活
現
象
へ
の
接
近
考
察
と
問
題
関
心
・
研
究
関
心
の
多
様
化
　
　
日
本
社
会
全
体
の
急
速
な
高
齢
化
社
会
へ

の
動
き
、
家
族
生
活
の
さ
ま
ざ
ま
な
位
相
、
ジ
ェ
ソ
ダ
ー
、
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
、
広
く
、
政
治
参
加
、
婦
人
の
社
会
参
加
、
労
働
生
活
の
変

化
、
教
育
間
題
（
受
験
戦
争
、
高
学
歴
化
の
動
き
、
生
涯
教
育
、
学
習
社
会
化
等
）
、
生
活
の
質
、
自
然
環
境
や
生
活
環
境
の
破
壊
、
社
会
的
不
平

等
と
差
別
、
ネ
ッ
ト
・
ワ
ー
キ
ン
グ
、
社
会
福
祉
、
社
会
運
動
、
巨
大
都
市
、
国
際
化
、
情
報
社
会
、
政
策
形
成
等
々
の
現
象
や
問
題
が

こ
の
期
に
特
に
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
ら
は
従
来
の
延
長
線
上
の
考
察
や
議
論
と
い
う
よ
り
も
、
現
代
先
進
社
会
が
直
面
し

提
起
さ
れ
て
い
る
新
し
い
現
象
や
問
題
で
も
あ
る
。
従
っ
て
、
他
の
先
進
社
会
等
の
経
験
や
試
み
に
大
い
に
学
び
つ
つ
国
際
協
力
の
も
と

で
考
察
を
深
め
て
い
く
必
要
性
も
そ
れ
だ
け
強
ま
っ
て
い
る
が
、
外
国
の
理
論
や
政
策
を
そ
の
ま
ま
紹
介
導
入
す
る
だ
け
で
は
こ
う
し
た

新
た
な
現
象
や
問
題
に
接
近
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
と
い
う
こ
と
も
認
識
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
日
本
社
会
に
つ
い
て
の
着
実
な
現

実
的
解
明
や
分
析
を
基
礎
と
し
て
、
そ
れ
ら
の
考
察
を
展
開
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
年
次
大
会
で
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
テ
ー
マ
部
会

と
は
別
に
、
会
員
の
自
由
報
告
で
あ
る
「
一
般
研
究
報
告
」
で
最
近
で
は
「
開
発
と
環
境
」
、
「
女
性
」
、
「
高
齢
者
」
．
「
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
」
、

「
社
会
史
」
、
「
差
別
問
題
」
、
「
世
界
社
会
論
」
な
ど
の
報
告
部
会
が
設
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
注
目
さ
れ
る
。

　
㈲
古
典
的
な
社
会
理
論
の
再
考
察
と
さ
ま
ざ
ま
な
理
論
的
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ブ
の
競
合
　
　
先
に
み
た
第
二
期
ま
で
は
主
と
し
て
構
造

“
機
能
主
義
と
マ
ル
ク
ス
主
義
社
会
、
ア
メ
リ
カ
社
会
学
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
社
会
学
を
軸
と
し
て
動
い
て
い
た
理
論
的
動
向
が
、
こ
こ
に
き

て
ア
メ
リ
カ
社
会
学
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
社
会
学
．
そ
し
て
第
三
世
界
の
社
会
学
と
広
げ
ら
れ
て
と
り
あ
げ
ら
れ
、
更
に
重
要
な
こ
と
は
ひ
と

つ
の
例
と
し
て
「
ア
メ
リ
カ
社
会
学
」
に
つ
い
て
も
「
構
造
目
機
能
主
義
」
あ
る
い
は
「
機
能
主
義
批
判
」
と
い
っ
た
ひ
と
つ
の
理
論
的
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準
拠
枠
と
し
て
く
く
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
、
む
し
ろ
多
様
な
系
譜
を
継
承
し
再
解
釈
を
試
み
る
理
論
展
開
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
ぎ
て

い
る
。
マ
ル
ク
ス
、
ヴ
ェ
ー
バ
ー
、
ジ
ン
メ
ル
、
デ
ュ
ル
ケ
ム
、
テ
ン
ニ
ー
ス
、
パ
ー
ク
、
、
・
・
ー
ド
な
ど
に
よ
る
古
典
的
な
社
会
理
論
や

社
会
学
思
想
、
社
会
学
理
論
に
つ
い
て
再
考
察
が
深
め
ら
れ
て
き
て
い
る
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
。
だ
が
、
社
会
学
者
の
側
か
ら
す
る
日
本

の
社
会
思
想
家
、
社
会
理
論
家
、
社
会
学
者
の
再
掘
の
試
み
や
日
本
社
会
学
の
歩
ん
だ
歴
史
に
つ
い
て
の
研
究
が
そ
れ
程
深
め
ら
れ
て
き

て
い
な
い
の
は
何
故
だ
ろ
う
か
。

　
最
近
で
は
、
社
会
学
に
お
い
て
も
歴
史
学
、
民
俗
学
、
社
会
史
、
法
制
史
、
政
治
史
、
政
治
経
済
学
、
言
語
学
、
哲
学
な
ど
専
門
分
野

や
学
問
領
域
を
越
え
て
社
会
現
象
・
生
活
現
象
・
間
題
に
接
近
し
再
構
成
を
試
み
よ
う
と
す
る
動
き
も
顕
著
で
あ
る
。
社
会
学
の
側
か
ら

の
そ
う
し
た
隣
接
領
域
や
異
界
へ
の
外
延
化
が
試
み
ら
れ
る
一
方
で
、
社
会
学
内
部
で
は
、
構
造
腿
機
能
主
義
（
新
機
能
主
義
）
、
闘
争
・

権
力
理
論
、
批
判
的
社
会
理
論
、
交
換
理
論
、
象
徴
的
相
互
作
用
論
、
エ
ス
ノ
メ
ソ
ド
ロ
ジ
ー
，
現
象
学
的
社
会
学
、
構
造
主
義
な
ど
の

理
論
的
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ブ
が
内
部
分
節
化
し
、
競
合
化
し
つ
つ
、
（
あ
る
い
は
閉
鎖
化
し
つ
つ
）
あ
る
状
況
に
あ
る
と
も
い
え
る
。

　
⑥
計
量
社
会
学
、
数
理
社
会
学
の
展
開
と
社
会
調
査
活
動
の
再
検
討
　
　
理
論
研
究
や
学
説
研
究
が
年
々
に
盛
ん
に
な
っ
て
き
て
い
る

一
方
で
、
調
査
研
究
活
動
の
方
も
極
め
て
活
発
に
行
な
わ
れ
て
き
て
い
る
。
特
に
、
社
会
階
層
と
社
会
移
動
に
つ
い
て
の
全
国
調
査
が
一

九
五
五
年
以
来
一
〇
年
毎
に
継
続
的
に
実
施
さ
れ
（
一
九
八
五
年
に
は
第
四
回
S
S
M
調
査
が
実
施
さ
れ
）
、
こ
の
調
査
研
究
領
域
に
お

け
る
デ
ー
タ
や
統
計
解
析
、
数
理
モ
デ
ル
解
析
方
法
等
の
蓄
積
も
着
実
に
進
め
ら
れ
て
き
た
。
最
近
で
は
広
く
こ
れ
ま
で
実
施
さ
れ
た
さ

ま
ざ
ま
な
調
査
デ
ー
タ
・
べ
！
ス
化
の
試
み
も
な
さ
れ
て
い
る
。
更
に
、
一
九
八
六
年
三
月
に
は
「
数
理
モ
デ
ル
の
構
築
を
通
し
て
社
会

現
象
を
解
明
す
る
こ
と
に
関
心
と
期
待
を
寄
せ
る
」
人
々
の
研
究
交
流
の
場
と
し
て
「
数
理
社
会
学
会
」
が
設
立
さ
れ
、
機
関
誌
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）

『
理
論
と
方
法
』
を
創
刊
す
る
に
至
っ
て
い
る
。

　
調
査
活
動
は
、
大
学
・
研
究
所
関
係
者
等
の
学
問
的
な
調
査
だ
け
で
な
く
、
行
政
機
関
や
世
論
調
査
機
関
、
民
間
企
業
、
運
動
団
体
、

そ
の
他
の
集
団
・
団
体
等
に
よ
っ
て
も
数
多
く
の
調
査
が
お
こ
な
わ
れ
て
き
て
い
る
が
、
「
被
調
査
者
」
の
側
か
ら
す
れ
ば
、
煩
わ
し
さ
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や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
、
人
権
侵
害
等
の
間
題
も
あ
る
．
調
査
を
実
施
す
る
「
調
査
者
」
の
側
か
ら
す
れ
ば
、
調
査
拒
否
と
調
査
倫
理
、
調
査

方
法
論
の
再
検
討
、
徹
底
し
た
デ
ー
タ
の
分
析
、
資
料
や
調
査
結
果
の
公
開
と
活
用
、
そ
し
て
保
管
と
い
っ
た
問
題
も
多
い
。
更
に
「
生

活
者
」
や
「
市
民
」
、
「
利
用
者
」
、
調
査
の
「
依
頼
者
」
、
「
政
策
形
成
者
」
の
側
か
ら
す
れ
ば
ま
た
異
な
る
問
題
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

調
査
活
動
を
め
ぐ
る
基
本
的
な
問
題
に
加
え
て
、
現
代
で
は
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
の
著
し
い
発
達
、
情
報
化
社
会
の
進
展
と
共
に
情
報
の
多

極
化
や
情
報
処
理
の
バ
ー
ソ
ナ
ラ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
動
き
も
著
し
い
。
社
会
調
査
活
動
が
ま
す
ま
す
盛
ん
に
な
る
一
方
で
、
社
会
調
査
活

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）

動
の
再
検
討
を
試
み
る
契
機
を
も
内
在
さ
せ
て
い
る
。

28

四
．
学
問
活
動
の
制
度
化
を
め
ぐ
る
諸
間
題

　
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
で
、
戦
後
日
本
に
お
け
る
、
特
に
一
九
七
六
年
以
降
現
在
に
至
る
こ
こ
十
数
年
来
の
、
高
等
教
育
の
普
及
拡
大
と

「
日
本
社
会
学
会
」
会
員
の
活
動
状
況
お
よ
び
「
日
本
社
会
学
会
」
大
会
に
お
け
る
テ
ー
マ
の
検
討
を
通
じ
て
、
日
本
社
会
学
の
最
近
の

動
向
の
一
端
を
概
観
し
て
き
た
。
次
に
、
そ
れ
ら
の
動
向
と
わ
た
し
自
身
が
歩
を
共
に
し
つ
つ
、
自
ら
の
反
省
を
も
こ
め
て
、
そ
れ
ら
の

動
向
に
内
在
す
る
問
題
点
を
批
判
的
に
考
察
し
て
み
た
い
。
確
証
の
あ
る
論
拠
に
も
と
ず
く
も
の
と
い
う
よ
り
も
、
多
分
に
わ
た
し
自
身

の
心
象
風
景
に
描
か
れ
る
ま
ま
に
整
理
し
て
み
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
こ
と
も
予
め
断
わ
っ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
①
　
学
問
活
動
の
制
度
化

　
本
稿
は
「
一
、
は
じ
め
に
」
で
述
べ
て
あ
る
よ
う
に
社
会
学
と
い
う
学
間
活
動
の
制
度
化
（
富
鉱
言
§
髭
評
畳
9
）
を
め
ぐ
る
両
義
性

（
両
面
性
）
を
作
業
仮
説
と
し
て
分
析
を
試
み
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
一
方
で
は
社
会
学
の
学
問
活
動
が
組
織
化
さ
れ
制
度
化
さ
れ
て
い

け
ば
い
く
程
、
学
術
的
・
専
門
的
な
学
問
活
動
が
そ
れ
だ
け
恒
常
的
に
、
規
則
的
に
、
正
統
的
に
展
開
さ
れ
て
い
く
．

　
し
か
し
、
そ
の
過
程
で
、
ω
し
ば
し
ば
問
題
関
心
・
学
問
研
究
関
心
も
そ
の
時
点
（
時
流
）
そ
の
時
点
で
の
特
定
の
支
配
的
な
（
有
力
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な
）
問
題
関
心
や
理
論
的
・
方
法
論
的
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ブ
に
拘
束
支
配
さ
れ
や
す
く
な
る
こ
と
、
0
⇒
学
会
活
動
が
ま
す
ま
す
隆
盛
化
し
、

か
つ
大
規
模
化
し
巨
大
化
し
て
い
く
に
つ
れ
て
、
専
門
化
・
細
分
化
が
進
め
ら
れ
諸
活
動
の
相
互
の
関
連
や
全
体
的
関
連
を
見
い
出
し
に

く
く
な
っ
て
い
く
こ
と
、
岡
学
問
活
動
が
制
度
化
し
通
常
科
学
化
す
る
に
つ
れ
て
、
逆
に
自
己
充
足
的
に
活
動
の
内
部
化
（
閉
鎖
化
）
が

進
み
、
組
織
活
動
を
と
り
ま
く
他
の
さ
ま
ざ
ま
の
生
活
関
心
・
学
問
関
心
を
遠
の
か
せ
、
社
会
学
的
想
像
力
と
社
会
的
創
造
力
を
失
い
や

す
く
な
る
こ
と
、
な
ど
の
動
き
に
も
わ
れ
わ
れ
は
目
を
向
け
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
．
一
方
で
制
度
化
の
動
き
が
進
め
ば
進

む
ほ
ど
、
他
方
で
は
非
制
度
化
（
量
霧
葺
暮
陣
。
葛
言
昌
9
）
、
再
制
度
化
（
琶
翼
詳
暮
言
毘
疑
酵
）
の
動
き
を
も
内
在
化
さ
せ
て
い
く
と
い
え

る
。
ひ
と
つ
社
会
学
の
学
問
活
動
を
と
り
あ
げ
て
も
、
こ
れ
ま
で
に
も
数
多
く
の
試
練
や
苦
難
に
も
直
面
し
、
「
日
本
社
会
学
会
」
が
一

九
二
四
年
に
設
立
さ
れ
て
以
来
六
〇
余
年
、
終
戦
以
降
今
日
ま
で
で
も
四
〇
余
年
を
経
過
し
て
き
て
い
る
の
で
あ
る
．
暫
く
は
歩
を
休
め

て
、
自
ら
の
歩
み
を
省
み
る
こ
と
も
無
駄
と
は
思
え
な
い
の
で
あ
る
。

　
働
　
批
判
的
考
察

　
こ
こ
で
は
、
戦
後
目
本
の
社
会
学
の
制
度
化
と
隆
盛
化
の
動
き
を
大
い
に
喜
び
つ
つ
も
、
他
面
で
は
わ
た
し
自
身
再
考
す
べ
き
い
く
つ

か
の
点
に
つ
い
て
批
判
的
に
検
討
し
た
い
。
＠
社
会
学
の
通
常
科
学
化
と
批
判
的
科
学
と
し
て
の
社
会
学
、
⑥
社
会
現
象
．
生
活
現
象
の

歴
史
的
・
社
会
的
・
文
化
的
脈
絡
と
歴
史
社
会
学
の
必
要
性
、
＠
理
論
的
・
方
法
論
的
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ブ
を
め
ぐ
る
問
題
と
知
識
社
会

学
へ
の
関
心
、
⑥
情
報
化
社
会
・
学
習
社
会
・
多
文
化
社
会
・
国
際
化
社
会
に
お
け
る
学
問
活
動
と
社
会
学
教
育
、
＠
国
際
比
較
研
究
の

可
能
性
、
と
い
っ
た
諸
点
に
限
っ
て
検
討
し
て
い
ぎ
た
い
．

　
㈲
社
会
学
の
通
常
科
学
化
と
批
判
的
科
学
と
し
て
の
社
会
学
　
　
戦
後
の
日
本
社
会
学
は
、
ひ
と
つ
に
は
「
我
国
今
後
の
再
建
に
忠
告

出
来
な
い
よ
う
な
社
会
学
、
人
類
文
化
の
発
展
に
何
等
の
寄
与
も
な
し
得
な
い
社
会
学
は
、
精
々
高
踏
的
な
概
念
遊
戯
た
る
に
止
ま
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

積
極
的
な
存
在
理
由
を
主
張
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
」
の
で
あ
り
、
「
従
来
の
皮
相
的
独
善
的
な
日
本
社
会
学
で
な
く
、
大
地
に
足
の
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）

い
た
真
の
意
味
に
於
け
る
日
本
社
会
学
の
建
設
を
成
就
」
し
よ
う
と
意
図
し
た
多
く
の
社
会
学
徒
の
戦
争
体
験
を
通
じ
て
の
深
い
反
省
と
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熱
烈
な
情
熱
を
内
在
的
契
機
と
し
て
、
そ
し
て
学
問
活
動
の
拠
点
と
し
て
の
高
等
教
育
の
急
速
な
普
及
拡
大
を
外
在
的
な
支
え
に
し
て
、

今
日
ま
で
着
実
な
活
動
を
繰
り
広
げ
て
き
た
と
い
え
る
。
学
会
誌
に
加
え
て
、
各
関
係
大
学
や
関
係
機
関
毎
の
学
術
誌
も
数
多
く
刊
行
さ

れ
て
い
る
。
若
い
院
生
や
研
究
者
の
養
成
も
着
実
に
展
開
さ
れ
て
き
た
と
い
え
る
。
す
で
に
み
て
き
た
よ
う
に
学
会
活
動
も
専
門
分
化
し

つ
つ
も
、
年
々
盛
会
の
う
ち
に
活
動
を
継
続
し
て
き
て
い
る
。
学
問
活
動
・
学
会
活
動
が
恒
常
化
し
、
恒
常
的
に
運
営
さ
れ
る
に
至
っ
て

い
る
。
ま
さ
に
通
常
科
学
化
し
、
規
範
科
学
化
さ
れ
る
に
至
っ
た
と
い
え
る
。

　
だ
が
．
そ
の
過
程
で
、
社
会
学
の
学
問
活
動
も
い
つ
の
間
に
か
時
代
や
社
会
、
歴
史
に
対
す
る
深
い
内
省
や
鋭
い
批
判
と
い
う
内
在
的

契
機
を
失
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
よ
う
に
思
え
て
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
自
ら
を
支
え
る
内
在
的
契
機
や
倫
理
、
分
析
力
、
批
判
力
を
失
っ

た
学
問
活
動
は
ど
こ
へ
向
っ
て
い
く
の
だ
ろ
う
か
。
衣
服
や
パ
ー
フ
ォ
ー
マ
ソ
ス
の
流
行
等
と
同
様
に
、
学
問
活
動
も
移
り
ゆ
く
今
「
流

行
り
」
の
、
心
と
き
め
く
「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ソ
」
と
化
し
て
い
る
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
自
ら
の
感
情
、
顔
、
身
体
、
く
ら
し
、
大
地

を
忘
れ
る
程
に
、
ア
カ
デ
、
・
・
ズ
ム
の
世
界
の
「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
」
や
時
の
「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
」
を
楽
し
む
こ
と
も
「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ソ
」
の

も
つ
機
能
の
ひ
と
つ
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
魅
力
的
な
キ
ー
・
ワ
ー
ド
、
概
念
、
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ブ
、
問
題
関
心
、
方
法

の
立
ち
並
ぶ
学
問
世
界
の
内
部
的
な
「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
」
化
の
動
き
は
、
従
順
な
劇
場
関
係
者
は
脚
本
が
変
わ
り
衣
装
が
変
わ
り
日
毎
に

忙
し
く
心
と
き
め
か
す
と
し
て
も
、
舞
台
の
観
客
を
ま
す
ま
す
遠
の
け
交
流
を
閉
ざ
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。
そ
し
て
、
「
批

判
精
神
」
を
喪
失
し
た
単
た
る
「
ロ
ボ
ッ
ト
」
役
の
道
化
を
ひ
た
す
ら
演
じ
る
こ
と
に
な
る
。

　
内
部
的
な
「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
」
の
動
き
で
は
な
く
、
劇
場
そ
の
も
の
を
支
え
る
人
々
の
生
活
や
現
実
社
会
の
動
き
そ
の
も
の
を
鋭
敏
に

観
察
し
、
現
実
的
に
分
析
解
明
し
得
る
鍛
錬
と
能
力
、
洞
察
力
、
か
つ
旺
盛
な
批
判
力
を
培
ち
か
う
試
み
を
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
わ

れ
わ
れ
は
、
学
間
活
動
の
形
式
化
や
権
勢
や
権
力
に
追
随
・
偏
重
す
る
だ
け
の
路
を
歩
む
べ
き
で
は
な
い
。
社
会
学
は
、
人
間
行
為
・
人

間
交
際
・
人
間
関
係
の
全
体
的
な
構
造
を
解
明
し
て
い
く
批
判
的
科
学
と
し
て
の
性
格
を
も
っ
と
強
め
る
べ
き
で
あ
る
。

　
㈲
社
会
現
象
．
生
活
現
象
の
歴
史
的
・
社
会
的
・
文
化
的
脈
絡
と
歴
史
社
会
学
の
必
要
性
　
　
社
会
学
、
社
会
科
学
の
と
り
あ
つ
か
う
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ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

対
象
が
、
生
命
あ
る
人
間
で
あ
り
人
間
の
く
り
広
げ
る
社
会
現
象
・
生
活
現
象
で
あ
る
か
ぎ
り
、
社
会
現
象
そ
の
も
の
を
感
じ
見
つ
め
る

と
こ
ろ
か
ら
学
問
活
動
が
開
始
さ
れ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
社
会
学
は
基
本
的
に
経
験
科
学
と
し
て
の
性
格
を
も
明
確
に
認
識
さ
れ
る
べ

き
で
あ
る
。
科
学
上
の
論
理
と
し
て
帰
納
的
方
法
を
と
ろ
う
と
、
演
繹
的
方
法
を
と
ろ
う
と
、
そ
の
こ
と
は
基
本
的
原
点
で
あ
る
。
そ
し

て
、
「
社
会
現
象
」
そ
の
も
の
は
歴
史
的
・
社
会
的
・
文
化
的
脈
絡
の
も
と
で
生
起
し
変
化
す
る
。
従
っ
て
、
社
会
現
象
に
つ
い
て
の
概

念
・
仮
説
・
命
題
・
公
理
・
理
論
、
方
法
の
構
築
、
理
解
、
受
容
・
適
用
も
、
そ
う
し
た
脈
絡
や
そ
れ
ら
の
変
化
を
通
じ
て
考
察
さ
れ
た

り
試
み
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
社
会
現
象
そ
の
も
の
と
そ
れ
ら
の
脈
絡
に
つ
い
て
の
考
察
を
弱
め
る
と
き
、
具
体
的
な
現
実
や
歴
史
に
つ
い
て
の
洞
察
力
、
批
判
力
を

失
い
が
ち
で
あ
る
と
同
時
に
、
理
論
と
方
法
も
一
般
化
志
向
を
強
め
る
あ
ま
り
に
、
社
会
現
象
そ
し
て
人
問
現
象
の
固
有
性
．
多
様
性
．

歴
史
性
を
も
見
失
い
、
逆
に
一
般
的
な
説
明
力
・
分
析
力
を
も
弱
め
か
ね
な
い
。
そ
こ
で
、
わ
れ
わ
れ
は
、
社
会
学
に
お
け
る
一
般
社
会

学
の
試
み
と
と
も
に
、
歴
史
社
会
学
の
試
み
を
も
も
っ
と
重
視
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
．
社
会
の
現
実
的
解
明
に
も
と
づ
く
経
験
的
で
批

判
的
科
学
と
し
て
の
社
会
学
を
展
開
し
、
社
会
的
創
造
力
を
培
っ
て
い
く
に
は
、
大
地
に
足
を
つ
け
つ
つ
大
地
そ
の
も
の
を
深
く
耕
す
こ

と
が
必
要
で
あ
り
、
歴
史
や
時
代
と
共
に
歩
み
つ
つ
歴
史
や
時
代
を
越
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
P
・
バ
ー
ク
は
彼
の
著
『
社
会
学
と
歴
史
学
』
（
一
九
八
O
年
）
の
中
で
、
「
こ
の
社
会
学
と
い
う
学
科
は
、
次
第
に
制
度
化
さ
れ
、
ま
た

専
門
化
し
て
い
っ
た
。
社
会
学
者
の
専
門
家
と
し
て
の
自
意
識
が
大
き
く
な
れ
ば
な
る
程
、
民
族
誌
的
な
も
の
に
せ
よ
、
歴
史
学
的
な
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
1
）

の
に
せ
よ
、
「
外
部
の
」
材
料
に
依
存
し
よ
う
と
す
る
こ
と
が
少
な
く
な
っ
て
い
っ
た
」
と
い
う
指
摘
に
率
直
に
耳
を
傾
け
る
必
要
が
あ

る
。
ま
た
、
C
・
W
：
ミ
ル
ズ
が
』
人
の
人
間
の
生
活
と
、
一
つ
の
社
会
の
歴
史
と
は
両
者
を
と
も
に
理
解
す
る
こ
と
な
し
に
は
、
そ

の
ど
ち
ら
の
一
つ
を
も
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
と
い
う
現
代
社
会
学
に
お
け
る
歴
史
意
識
の
欠
如
、
社
会
学
想
像
力
の
必
要
を
鋭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
32
）

く
つ
い
た
主
張
に
も
、
い
ま
な
お
一
層
の
注
意
を
向
け
て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
社
会
学
と
歴
史
学
あ
る
い
は
歴
史
と
の
分
離
と
い
う
現

代
社
会
学
に
み
る
ひ
と
つ
の
特
徴
は
や
は
り
反
省
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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し
か
し
、
社
会
学
と
歴
史
学
の
分
離
を
促
進
し
た
諸
要
因
と
し
て
の
理
論
動
向
（
機
能
主
義
や
マ
ル
ク
ス
主
義
社
会
学
に
お
け
る
一
般

社
会
理
論
化
等
）
、
問
題
関
心
（
専
門
分
化
、
激
し
い
社
会
変
動
）
、
方
法
論
上
の
動
き
（
計
量
・
数
理
化
、
方
法
論
的
禁
欲
主
義
な
ど
）

に
対
す
る
反
省
や
批
判
か
ら
、
い
ま
や
社
会
学
と
歴
史
学
の
「
収
敏
」
や
相
互
接
近
の
試
み
が
展
開
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
再
び
P
・
バ
ー
ク

に
従
う
と
、
「
『
現
象
学
的
社
会
学
者
』
（
喜
窪
。
馨
邑
。
管
琶
と
か
『
象
徴
的
相
互
作
用
論
者
』
は
…
…
「
機
能
主
義
者
よ
り
も
、
こ
れ
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
33
）

で
同
時
代
人
の
眼
で
過
去
を
見
よ
う
と
努
め
る
の
を
や
め
た
こ
と
の
な
か
っ
た
歴
史
学
者
に
は
る
か
に
近
い
」
と
い
う
歴
史
学
者
か
ら
の

見
方
、
解
釈
の
仕
方
は
極
め
て
興
味
深
い
。
さ
ま
ざ
ま
の
理
論
的
・
方
法
論
的
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ブ
を
め
ぐ
る
研
究
や
論
議
も
社
会
学
内

の
内
部
的
な
動
向
と
し
て
紹
介
・
研
究
・
論
議
と
し
て
と
り
込
ま
れ
易
い
．
学
説
と
し
て
の
社
会
学
理
論
の
隆
盛
と
そ
の
社
会
・
歴
史
の

現
実
分
析
・
解
明
の
展
開
は
、
そ
の
ま
ま
同
じ
で
は
な
く
、
そ
の
ま
ま
重
な
ら
な
い
こ
と
が
多
い
。
わ
が
国
で
は
多
分
に
そ
の
傾
向
が
強

い
し
、
「
社
会
史
」
や
「
歴
史
社
会
学
」
の
関
心
が
説
か
れ
る
程
に
、
社
会
学
者
自
ら
の
側
か
ら
の
試
み
は
ま
だ
ま
だ
少
な
い
の
が
現
状

で
あ
る
。
例
え
ば
、
わ
た
し
自
身
が
関
心
を
寄
せ
る
日
本
社
会
学
史
研
究
や
「
社
会
移
動
」
や
「
階
級
」
「
身
分
」
「
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
」
に

し
て
も
、
戦
前
と
戦
後
の
研
究
上
の
断
絶
が
著
し
い
し
、
近
代
日
本
の
歴
史
的
展
開
と
い
う
脈
絡
か
ら
問
題
構
成
が
ど
の
よ
う
に
試
み
ら

れ
て
き
た
か
ど
う
か
再
検
討
し
て
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
歴
史
社
会
学
の
展
開
を
試
み
て
い
く
際
に
検
討
す
べ
き
諸
点
も
多
い
が
、
こ
こ
で
は
経
験
科
学
と
し
て
の
基
礎
を
な
す
「
資
料
」
の
作

成
や
分
析
に
つ
い
て
だ
け
考
え
て
み
た
い
。
社
会
学
に
お
い
て
は
、
理
論
上
の
議
論
や
、
ま
た
調
査
や
方
法
論
上
の
議
論
に
お
い
て
す
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

も
、
広
い
意
味
で
の
「
資
料
」
そ
の
も
の
を
重
視
し
厳
密
に
検
討
す
る
と
い
う
作
業
が
、
相
対
し
て
軽
視
さ
れ
て
き
た
の
で
は
な
い
か
。

構
築
さ
れ
た
思
想
・
理
論
や
得
ら
れ
た
調
査
結
果
に
重
点
を
お
い
て
論
議
さ
れ
易
く
、
構
築
さ
れ
る
理
論
過
程
や
得
ら
れ
る
調
査
過
程
と

い
う
歴
史
科
学
に
し
ろ
．
社
会
科
学
に
し
ろ
、
あ
る
い
は
自
然
科
学
に
し
ろ
科
学
と
し
て
の
基
礎
で
あ
る
経
験
的
な
科
学
的
な
作
業
・
訓

練
が
必
ず
し
も
重
視
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
意
味
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
の
立
場
を
前
提
に
し
て
経
験
的
科
学
的
作
業
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
4
）

起
点
に
「
資
料
」
論
が
も
っ
と
自
由
に
展
開
さ
れ
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
資
料
の
収
集
作
業
は
同
時
に
基
本
的
に
は
そ
の
作
成
行
為
で
も
あ
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　　　　　　　　　　　図1　社会行為としての資料作業の連関
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ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

る
こ
と
を
忘
れ
が
ち
で
あ
り
、
「
社
会
学
的
」
資
料
を
ひ
と
つ
の
資

　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

料
と
し
て
次
第
に
さ
ま
ざ
ま
の
資
料
の
存
在
を
軽
視
し
、
あ
る
い
は

ひ
と
つ
の
資
料
す
ら
ど
れ
だ
け
深
く
広
く
解
読
・
分
析
．
批
判
し
得

た
の
か
、
を
あ
ら
た
め
て
考
え
て
み
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　
社
会
行
為
と
し
て
の
「
資
料
の
収
集
・
作
成
・
解
読
・
分
析
・
批

判
」
と
い
う
視
点
か
ら
、
も
っ
と
積
極
的
に
「
資
料
」
に
か
か
わ
り
、

「
資
料
」
論
が
展
開
さ
れ
て
い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
。
図
1
は
、
そ

う
し
た
資
料
作
業
の
連
関
を
図
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
。

「
資
料
」
自
体
が
、
眼
に
触
れ
る
も
の
に
し
ろ
、
話
さ
れ
る
も
の
に

し
ろ
、
感
じ
取
ら
れ
る
も
の
に
し
ろ
、
私
な
も
の
に
せ
よ
、
公
的
な

も
の
に
せ
よ
、
さ
ま
ざ
ま
の
状
況
、
歴
史
的
・
社
会
的
・
文
化
的
脈

絡
の
も
と
で
人
間
の
社
会
行
為
の
産
物
で
あ
る
こ
と
を
出
発
点
に
し

て
、
（
1
）
社
会
観
察
や
社
会
調
査
の
作
業
、
資
料
収
集
作
業
を
よ
り

広
義
の
自
由
な
活
動
と
し
て
解
き
放
ち
、
と
ら
え
直
す
こ
と
が
望
ま

し
い
し
、
（
n
）
資
料
自
体
も
、
社
会
学
徒
と
し
て
の
視
点
を
見
失
わ

な
け
れ
ば
、
可
能
な
か
ぎ
り
さ
ま
ざ
ま
の
資
料
、
「
非
社
会
学
的
な
」

資
料
に
も
時
間
を
か
け
て
あ
た
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
更
に
（
皿
）
資

料
の
活
用
・
解
読
・
分
析
・
批
判
は
他
の
人
々
に
も
謙
虚
に
教
え
を

乞
い
な
が
ら
厳
密
に
試
み
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
そ
し
て
、
そ
う
し
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た
資
料
の
活
用
・
解
読
・
分
析
・
批
判
が
ま
た
ひ
と
つ
の
資
料
の
作
成
作
業
（
1
）
に
連
ら
な
る
こ
と
を
自
覚
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し

た
連
関
に
つ
い
て
の
認
識
を
欠
け
ば
、
経
験
科
学
と
し
て
の
蓄
積
や
伝
統
を
培
っ
て
い
く
こ
と
も
危
う
く
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

先
学
の
知
的
遺
産
に
学
び
な
が
ら
、
わ
が
国
の
社
会
学
に
お
い
て
も
歴
史
社
会
学
や
「
資
料
」
論
が
ど
の
よ
う
に
根
づ
い
て
い
く
か
は
今

後
の
課
題
で
あ
る
。

　
⑥
理
論
的
・
方
法
論
的
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ブ
を
め
ぐ
る
問
題
と
知
識
社
会
学
へ
の
関
心
　
　
今
日
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
理
論
的
・
方
法

論
的
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ブ
・
立
場
が
提
唱
さ
れ
、
積
極
的
な
競
合
状
況
に
あ
る
と
い
え
る
。
機
能
主
義
、
葛
藤
・
闘
争
理
論
、
社
会
的
交

換
理
論
、
象
徴
的
相
互
作
用
論
、
エ
ス
ノ
メ
ソ
ド
ロ
ジ
1
、
現
象
学
的
社
会
学
、
構
造
主
義
な
ど
、
そ
し
て
問
題
領
域
に
お
け
る
中
範
囲

の
理
論
・
モ
デ
ル
の
試
み
な
ど
の
展
開
と
競
合
で
あ
り
、
方
法
論
上
の
実
証
主
義
論
争
や
調
査
方
法
上
・
分
析
手
法
上
の
さ
ま
ざ
ま
の
立

場
や
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ブ
、
モ
デ
ル
の
展
開
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
戦
後
日
本
の
社
会
学
の
動
向
を
少
し
顧
み
る
と
、
現
実
の
社
会
変
動
に
も
ひ
と
し
く
、
理
論
的
な
面
に
お
い
て
も
社
会
分
析

　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

に
お
い
て
も
、
「
～
以
後
」
「
パ
ラ
ダ
イ
ム
転
換
」
「
新
し
い
潮
流
」
に
「
漂
流
」
し
す
ぎ
て
い
る
よ
う
に
も
思
え
る
。
そ
れ
を
「
流
行
ヘ

ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

の
過
敏
性
」
で
あ
る
と
す
る
鈴
木
広
の
指
摘
は
一
層
痛
烈
で
あ
る
。
「
し
か
も
そ
れ
は
現
状
分
析
に
ま
で
及
ぶ
こ
と
は
少
な
く
、
つ
ぎ
つ

ぎ
に
別
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ソ
に
移
っ
て
い
く
。
現
状
分
析
と
い
う
生
産
で
は
な
く
、
ど
こ
か
で
生
産
さ
れ
た
流
行
を
追
う
と
い
う
消
費
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
35
）

日
本
社
会
学
の
一
定
型
を
な
し
て
い
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
従
っ
て
．
各
々
の
理
論
的
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ブ
間
の
相
互
の
知
的
交
流
や
切

磋
琢
磨
の
機
会
や
試
み
も
限
ら
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
機
会
や
試
み
も
学
会
の
年
次
大
会
で
と
り
あ
げ
ら
れ
て
も
、
一
過
的
で
持
続
的
に

繰
り
広
げ
ら
れ
る
こ
と
は
少
な
い
．
逆
に
相
互
に
分
極
し
、
内
部
増
殖
が
（
政
治
力
学
的
に
）
図
ら
れ
易
い
。
理
論
的
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ

ブ
と
方
法
論
的
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ブ
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
同
様
の
こ
と
が
い
え
る
．
「
理
論
偏
重
」
と
「
実
感
信
仰
」
の
分
極
化
（
「
タ

コ
ツ
ボ
」
化
）
は
こ
こ
で
も
明
ら
か
で
あ
る
。
理
論
的
立
場
は
同
時
に
方
法
論
上
の
立
場
に
も
連
ら
な
る
し
、
ま
た
そ
の
逆
の
関
係
に
つ

い
て
も
同
様
の
こ
と
が
い
え
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
理
論
的
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ブ
と
方
法
論
上
の
立
場
や
作
業
は
全
く
別
々
の
も
の
・
専
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門
的
作
業
（
職
業
）
で
あ
る
か
の
よ
う
に
分
業
化
が
推
し
進
め
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
ま
た
方
法
論
上
の
立
場
や
作
業
の
間
に
お
い
て
、
例
え

ぽ
質
的
な
調
査
や
計
量
的
な
調
査
と
の
間
に
お
い
て
す
ら
、
相
互
に
関
連
づ
け
ら
れ
る
試
み
は
極
め
て
少
な
い
。

　
人
間
行
為
・
人
間
交
際
・
人
間
関
係
の
全
体
的
な
構
造
の
経
験
的
・
批
判
的
な
解
明
を
通
じ
て
人
問
の
も
つ
豊
か
な
可
能
性
を
見
い
出

そ
う
と
す
る
知
の
定
点
、
座
標
軸
を
見
失
う
こ
と
な
く
、
わ
れ
わ
れ
自
身
が
か
か
わ
る
知
的
活
動
や
学
問
活
動
そ
の
も
の
を
も
対
象
化
し

て
い
く
視
点
を
用
意
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
社
会
学
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
、
ど
の
よ
う
な
知
的
貢
献
、
知
的
創
造
を
果
し
得

る
の
か
。
理
論
や
方
法
自
体
は
究
極
的
な
目
的
で
は
な
く
手
段
で
あ
る
。
個
々
の
理
論
的
・
方
法
論
的
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ブ
自
体
を
深
く

掘
り
下
げ
て
考
究
す
る
こ
と
の
重
要
性
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
自
ら
が
選
び
と
り
込
ん
だ
知
点
が
ど
こ
に
位
置
す
る
の
か
と
い
う
座
標

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ

軸
・
定
点
、
そ
の
存
在
形
態
、
社
会
状
況
と
の
関
わ
り
を
見
失
っ
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
現
代
社
会
学
は
、
現
代
と
い
う
意

味
に
お
い
て
地
平
が
広
が
り
流
動
的
で
あ
り
、
「
流
行
へ
の
過
敏
性
」
を
能
動
的
な
対
応
と
い
え
な
い
こ
と
は
な
い
と
し
て
も
、
知
の
座

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
6
）

標
軸
、
知
の
定
点
を
見
失
っ
た
ま
ま
の
「
以
後
」
や
「
潮
流
」
は
、
や
は
り
ひ
た
す
ら
漂
い
流
れ
続
け
ざ
る
を
得
な
い
だ
ろ
う
。
わ
れ
わ

れ
は
も
っ
と
各
々
の
理
論
や
方
法
が
分
断
化
さ
れ
内
部
閉
鎖
化
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
理
論
や
方
法
を
も
含
め
て
広
く
思
想
や
知
識
そ
の

も
の
の
形
成
や
存
在
形
態
を
問
う
社
会
思
想
・
哲
学
、
知
識
社
会
学
、
科
学
の
社
会
学
へ
の
関
心
を
強
め
て
い
く
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
⑥
情
報
化
社
会
・
学
習
社
会
・
多
文
化
社
会
・
国
際
化
社
会
に
お
け
る
学
問
活
動
と
社
会
学
教
育
　
　
わ
れ
わ
れ
の
学
問
活
動
を
と
り

ま
く
環
境
は
、
こ
こ
数
十
年
の
間
に
急
激
に
変
化
し
つ
つ
あ
る
。
そ
れ
ら
は
、
ど
の
側
面
を
と
り
あ
げ
て
も
あ
ま
り
に
大
き
な
変
動
で
も

あ
る
。
す
で
に
そ
の
一
端
に
つ
い
て
触
れ
た
よ
う
に
、
社
会
学
者
の
手
に
よ
る
執
筆
文
献
・
研
究
業
績
の
数
だ
け
で
も
著
し
い
増
加
で
あ

り
、
当
面
す
る
研
究
テ
ー
マ
に
関
連
す
る
既
存
の
研
究
業
績
に
あ
た
り
調
べ
る
だ
け
で
も
多
く
の
労
力
を
必
要
と
す
る
。
マ
ス
・
メ
デ
ィ

ア
を
通
し
て
接
す
る
情
報
も
彪
大
で
あ
る
．
社
会
学
徒
の
側
の
情
報
活
用
能
力
や
処
理
能
力
も
適
切
に
高
ま
っ
て
き
て
い
る
の
も
事
実
と

い
え
る
が
、
ま
さ
に
「
文
化
遅
滞
」
現
象
で
あ
り
果
し
な
い
情
報
海
域
（
洪
水
）
の
波
間
に
漂
い
続
け
て
い
る
と
い
う
の
が
現
状
で
な
い

だ
ろ
う
か
。
数
多
い
研
究
業
績
も
充
分
に
参
照
さ
れ
活
用
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
．
戦
前
や
終
戦
直
後
当
時
の
よ
う
な
小
さ
な
学
会
活
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動
で
あ
れ
ば
比
較
的
に
目
も
い
き
と
ど
く
が
、
二
千
余
名
を
超
え
る
多
く
の
学
会
員
と
学
会
組
織
の
も
と
で
は
、
全
体
に
目
を
通
す
こ
と

は
ま
す
ま
す
困
難
で
あ
る
。
文
献
検
索
の
例
を
ひ
と
つ
と
り
あ
げ
て
も
、
情
報
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
・
学
会
組
織
・
研
究
者
相
互
の
新
し

い
工
夫
や
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
な
け
れ
ば
学
問
活
動
も
逆
に
狭
く
制
限
さ
れ
て
く
る
こ
と
に
も
な
る
。
情
報
・
資
料
が
豊
富
で
利
用
し
や

す
く
な
っ
て
い
る
状
況
で
は
、
調
査
研
究
活
動
に
も
厳
し
い
調
査
研
究
上
の
倫
理
が
要
請
さ
れ
る
し
、
重
要
な
情
報
・
資
料
に
つ
い
て
は

積
極
的
に
公
開
を
求
め
、
活
用
批
判
し
て
い
く
こ
と
も
求
め
ら
れ
て
い
る
。
大
学
で
の
社
会
学
教
育
へ
の
関
心
も
近
年
高
く
な
っ
て
い
る

が
、
講
義
・
教
材
・
教
授
方
法
・
教
育
効
果
等
に
関
す
る
研
究
関
心
も
ま
だ
ま
だ
低
い
と
い
う
の
が
現
状
で
あ
る
．
こ
れ
は
わ
た
し
自
身

少
な
か
ら
ず
反
省
す
る
と
こ
ろ
で
も
あ
る
。

　
そ
の
こ
と
は
、
情
報
化
社
会
の
問
題
に
と
ど
ま
ら
ず
に
、
生
涯
教
育
・
学
習
社
会
、
多
文
化
社
会
、
国
際
化
社
会
へ
の
急
速
な
動
き
に

つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
戦
後
日
本
の
な
か
で
社
会
学
と
い
う
学
間
活
動
と
社
会
学
教
育
が
一
応
制
度
化
さ
れ
て
き
た
過
程
で
、
現
に
直

面
し
て
い
る
こ
の
よ
う
な
動
き
は
日
本
の
社
会
学
界
に
と
っ
て
も
新
た
な
大
き
な
挑
戦
で
あ
る
と
と
も
に
、
大
学
や
大
学
院
に
お
け
る
研

究
教
育
体
制
、
学
会
活
動
等
を
再
考
し
新
た
に
飛
躍
さ
せ
て
い
く
好
機
と
も
い
え
る
。

　
㈲
国
際
比
較
研
究
の
可
能
性
　
　
現
在
で
は
貿
易
や
経
済
・
労
働
活
動
だ
け
で
な
く
、
政
治
外
交
、
ス
ポ
ー
ツ
、
教
育
、
学
問
、
観
光
、

文
化
、
個
々
の
人
々
の
出
会
い
や
つ
き
合
い
等
々
の
あ
ら
ゆ
る
側
面
や
場
面
に
お
い
て
も
、
「
物
」
「
情
報
」
「
組
織
」
「
人
」
の
国
際
交
流

が
積
極
的
に
展
開
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
も
は
や
こ
う
し
た
動
き
は
避
け
難
く
、
む
し
ろ
積
極
的
に
地
球
規
模
で
の
ネ
ッ

ト
・
ワ
ー
キ
ン
グ
を
ど
の
よ
う
に
し
て
構
築
し
て
い
く
か
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
き
て
い
る
。
先
の
「
二
、
高
等
教
育
の
普
及
拡
大
と

「
日
本
社
会
学
会
」
会
員
の
活
動
状
況
」
の
と
こ
ろ
で
み
た
よ
う
に
、
わ
が
国
の
高
等
教
育
に
学
ぶ
外
国
人
学
生
、
留
学
生
の
数
も
絶
対

な
数
は
ま
だ
ま
だ
少
な
い
と
し
て
も
著
し
く
増
大
し
て
い
る
（
表
7
、
表
8
参
照
）
．
ま
た
、
最
近
で
は
外
国
人
の
研
究
者
、
社
会
学
者
等
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
7
）

よ
る
日
本
研
究
の
業
績
も
着
実
に
増
え
て
き
て
い
る
．
し
か
し
、
外
国
人
学
生
．
留
学
生
の
多
く
は
ア
ジ
ア
か
ら
の
学
生
、
研
究
者
で
あ

る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
近
代
日
本
の
学
問
活
動
の
多
く
は
特
定
の
欧
米
先
進
社
会
の
学
問
動
向
に
照
ら
し
て
試
み
ら
れ
て
き
た
特
徴
が
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著
し
く
、
外
国
人
に
よ
る
日
本
研
究
業
績
も
欧
米
の
研
究
者
に
焦
点
が
あ
て
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
．
ア
ジ
ア
社
会
学
者
会
議
が
数
次
に
わ

た
っ
て
開
催
さ
れ
て
ぎ
た
と
は
い
え
、
わ
た
し
自
身
の
極
め
て
短
期
の
韓
国
で
の
留
学
生
活
を
通
じ
て
で
は
あ
る
が
、
残
念
な
が
ら
韓

目
・
日
韓
の
間
の
社
会
学
者
の
交
流
や
研
究
情
報
に
接
す
る
機
会
も
ま
だ
ま
だ
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
実
感
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
社
会

学
者
の
国
際
交
流
・
協
力
や
国
際
比
較
研
究
の
可
能
性
を
更
に
広
げ
推
進
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
．

　
国
際
比
較
研
究
も
、
従
来
の
傾
向
と
し
て
は
調
査
研
究
主
体
、
問
題
構
成
、
比
較
対
象
、
方
法
、
調
査
実
施
、
分
析
等
に
お
い
て
も
し

ば
し
ば
偏
り
が
み
ら
れ
が
ち
で
あ
っ
た
。
い
く
つ
か
の
国
々
、
社
会
で
比
較
研
究
が
行
わ
れ
る
に
し
て
も
、
各
々
そ
れ
ぞ
れ
の
一
国
的
な

調
査
に
と
ど
ま
る
も
の
で
あ
っ
た
り
、
帰
す
る
と
こ
ろ
特
定
の
指
導
的
な
調
査
研
究
主
体
の
「
帝
国
主
義
的
」
調
査
研
究
と
な
っ
て
し
ま

っ
た
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
相
互
の
問
題
構
築
が
充
分
に
深
め
ら
れ
ぬ
ま
ま
に
比
較
調
査
に
入
っ
て
し
ま
っ
た
り
、
進
化
・
発
展
段
階
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
38
）

な
固
定
的
な
分
析
に
終
っ
た
り
す
る
こ
と
も
多
か
っ
た
と
い
え
る
。

　
極
端
な
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
や
エ
ス
ノ
セ
ン
ト
リ
ズ
ム
に
陥
ら
な
い
で
自
ら
の
社
会
に
つ
い
て
の
よ
り
幅
広
い
経
験
的
で
批
判
的
な
解
明

を
得
る
た
め
に
も
、
世
界
史
的
な
歩
み
を
基
本
的
に
見
据
え
て
、
国
際
比
較
研
究
を
今
後
と
も
積
極
的
に
進
め
て
い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
。

そ
の
た
め
に
は
比
較
研
究
は
、
ω
ア
ジ
ア
諸
国
や
日
米
と
い
っ
て
も
、
文
化
的
社
会
的
に
は
多
様
で
あ
り
、
そ
う
し
た
多
様
性
を
互
い
に

尊
重
し
合
う
と
こ
ろ
か
ら
始
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
に
⇒
比
較
研
究
を
試
み
る
際
に
は
、
そ
の
問
題
構
成
に
は
、
そ
う
し
た
そ
れ
ぞ

れ
の
社
会
の
多
様
な
状
況
に
照
ら
し
て
相
互
に
充
分
時
間
を
か
け
る
必
要
の
あ
る
こ
と
、
圃
比
較
は
、
日
本
i
米
国
と
か
日
本
－
中
国
と

か
の
二
極
的
な
比
較
研
究
よ
り
も
、
多
極
的
な
構
造
の
も
と
で
の
比
較
研
究
を
今
後
も
っ
と
進
め
る
こ
と
が
望
ま
し
い
、
そ
し
て
㈹
比
較

は
、
社
会
現
象
に
み
る
全
体
と
し
て
の
国
や
社
会
の
間
の
発
展
段
階
的
な
差
異
・
格
差
と
い
う
こ
と
よ
り
も
、
個
々
の
人
々
の
自
立
的
な

生
き
方
を
可
能
に
す
る
共
通
の
基
本
的
諸
条
件
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
た
め
の
国
際
的
な
共
同
作
業
、
国
際
協
力
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
て

い
く
必
要
が
あ
る
、
と
考
え
る
．
い
ず
れ
に
し
て
も
一
足
飛
び
に
出
来
得
る
仕
事
で
は
な
い
の
で
、
相
互
に
少
し
ず
つ
時
間
を
か
け
て
そ

う
し
た
フ
レ
ー
ム
を
用
意
し
練
習
・
訓
練
を
着
実
に
重
ね
て
い
く
こ
と
が
望
ま
れ
る
。
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五
、
む
す
び

　
以
上
、
本
稿
は
「
日
本
社
会
学
の
最
近
の
動
向
と
反
省
」
と
題
し
て
、
あ
く
ま
で
一
社
会
学
徒
と
し
て
わ
た
し
自
身
が
限
ら
れ
た
資
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

を
も
と
に
外
国
滞
在
中
に
発
想
し
と
ら
え
た
最
近
の
動
向
で
あ
り
、
自
ら
の
反
省
と
も
い
う
べ
ぎ
も
の
で
あ
る
．

　
こ
こ
で
は
、
学
問
活
動
の
制
度
化
の
動
き
を
基
本
的
な
視
点
に
し
て
、
戦
後
日
本
の
社
会
学
の
動
ぎ
、
特
に
一
九
六
一
年
！
一
九
七
五

年
の
時
期
と
一
九
七
六
年
i
現
在
の
時
期
と
を
対
比
さ
せ
な
が
ら
、
高
等
教
育
の
普
及
拡
大
と
「
日
本
社
会
学
会
」
会
員
の
活
動
状
況
、

「
日
本
社
会
学
会
」
大
会
に
お
け
る
シ
ソ
ポ
ジ
ュ
ウ
ム
・
部
会
で
の
テ
ー
マ
を
検
討
し
た
。
現
在
は
、
か
つ
て
の
よ
う
に
「
社
会
学
」
と

「
社
会
主
義
」
と
が
混
同
さ
れ
た
り
、
「
社
会
学
」
と
い
う
学
間
が
弾
圧
さ
れ
た
り
す
る
こ
と
は
な
く
、
広
く
学
問
活
動
が
制
度
化
さ
れ
根

を
下
ろ
し
つ
つ
あ
る
状
況
と
い
え
よ
う
。
い
ま
や
日
本
社
会
学
会
は
世
界
第
二
の
数
の
会
員
数
を
擁
し
学
問
活
動
も
年
次
の
学
会
活
動
も

年
々
盛
況
で
あ
る
と
い
え
る
。
こ
う
し
た
状
況
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
る
か
、
位
置
づ
け
る
か
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
各
人
の
視
点
や
考
え

方
に
よ
っ
て
異
な
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
戦
後
日
本
の
社
会
学
の
歩
み
だ
け
で
も
四
〇
余
年
の
足
跡
・
動
き
を
顧
み
る
と
き
に
は
、
学
間

活
動
と
し
て
の
社
会
学
の
制
度
化
が
も
た
ら
し
た
積
極
的
な
利
点
、
評
価
と
と
も
に
、
学
問
環
境
の
急
速
な
変
化
と
制
度
化
そ
の
も
の
に

内
在
し
て
く
る
諸
問
題
と
を
い
さ
さ
か
大
胆
に
対
象
化
し
て
概
観
し
再
考
察
・
反
省
し
て
み
る
試
み
も
必
要
に
な
っ
て
く
る
と
考
え
る
。

こ
こ
で
は
、
批
判
的
考
察
と
し
て
、
⑥
社
会
学
の
通
常
科
学
化
と
批
判
的
科
学
と
し
て
の
社
会
学
、
⑥
社
会
現
象
・
生
活
現
象
の
歴
史

的
・
社
会
的
・
文
化
的
脈
絡
と
歴
史
社
会
学
の
必
要
性
、
＠
理
論
的
・
方
法
論
的
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ブ
を
め
ぐ
る
問
題
と
知
識
社
会
学
へ

の
関
心
、
⑥
情
報
化
社
会
・
学
習
社
会
・
多
文
化
社
会
・
国
際
化
社
会
に
お
け
る
学
問
活
動
と
社
会
学
教
育
、
＠
国
際
比
較
研
究
の
可
能

性
、
と
い
っ
た
諸
点
を
検
討
し
た
。

　
己
れ
に
没
入
し
つ
つ
．
己
れ
を
離
れ
て
み
る
。
学
問
活
動
や
そ
の
制
度
化
を
め
ぐ
っ
て
も
，
時
間
・
空
間
的
に
そ
う
し
た
作
業
が
必
要

な
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
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（
1
）
　
こ
の
論
文
は
、
わ
た
し
が
一
九
八
八
年
三
月
末
よ
り
九
月
上
旬
ま
で
、
韓
国
・
延
世
大
学
校
と
慶
慮
義
塾
大
学
と
の
間
の
交
換
プ
・
グ
ラ
ム
に

よ
っ
て
客
員
教
授
と
し
て
延
世
大
学
校
に
滞
在
し
て
い
た
折
に
、
文
科
大
学
社
会
学
科
で
同
年
六
月
に
「
日
本
社
会
学
の
最
近
の
動
向
と
反
省
」

　
勾
立
荊
ず
司
増
刻
ユ
立
蕊
。
斗
魁
圏
。
）
と
題
し
て
講
演
し
た
も
の
に
、
多
少
の
新
し
い
資
料
等
を
加
え
て
今
回
原
稿
に
書
き
直
し
た
も
の
で
あ
る
．

　
　
そ
の
講
演
の
機
会
を
つ
く
っ
て
下
さ
っ
た
延
世
大
学
校
文
科
大
学
社
会
学
科
・
安
啓
春
教
授
、
全
柄
梓
教
授
、
叫
d
。
亙
（
朴
永
信
）
教
授
、
柳
錫

春
助
教
授
、
延
世
大
学
校
朴
興
寿
教
授
、
許
壁
教
授
、
そ
の
他
の
諸
氏
に
深
く
感
謝
し
た
い
．
ま
た
、
そ
の
講
演
の
際
に
わ
た
し
の
目
本
語
で
の
講

演
を
韓
国
語
へ
通
訳
の
労
を
と
っ
て
下
さ
っ
た
朴
善
資
さ
ん
に
も
記
し
て
感
謝
す
る
次
第
で
あ
る
。

（
2
）
　
こ
の
当
時
の
「
社
会
学
会
」
、
「
社
会
学
研
究
会
」
の
活
動
に
つ
い
て
の
研
究
も
ま
だ
充
分
深
め
ら
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。
「
社
会
学
会
」

　
の
機
関
誌
『
社
会
雑
誌
』
（
第
一
巻
第
一
号
ー
第
一
五
号
、
一
八
九
七
年
四
月
－
一
八
九
八
年
八
月
）
、
「
社
会
学
研
究
会
」
の
機
関
誌
『
社
会
』
（
第

　
一
巻
一
号
－
第
三
巻
十
二
号
、
一
八
九
九
年
一
月
ー
一
九
〇
一
年
十
二
月
）
お
よ
び
『
社
会
学
雑
誌
』
（
第
四
巻
一
号
－
第
五
巻
三
号
、
　
一
九
〇
二

年
二
月
－
一
九
〇
三
年
四
月
）
の
詳
し
い
雑
誌
記
事
目
録
に
つ
い
て
は
、
川
合
隆
男
編
『
近
代
目
本
社
会
調
査
史
（
1
）
』
（
慶
鷹
通
信
、
一
九
八
九

年
）
所
収
の
「
付
録
」
を
参
照
の
こ
と
。

（
3
）
拙
稿
「
「
日
本
社
会
学
会
」
の
設
立
と
そ
の
後
の
経
緯
」
『
法
学
研
究
』
第
六
一
巻
第
五
号
、
一
九
八
八
年
五
月
．

（
4
）
　
こ
の
三
つ
の
時
期
区
分
は
あ
く
ま
で
最
近
の
動
向
を
対
照
し
て
み
る
た
め
の
仮
説
的
な
も
の
で
し
か
な
い
．
第
一
期
（
一
九
四
五
年
－
六
〇
年
・

昭
和
二
〇
ー
三
五
年
）
は
第
二
次
世
界
大
戦
終
戦
（
朝
鮮
半
島
で
は
独
立
・
光
復
節
）
よ
り
連
合
国
の
占
領
下
に
あ
っ
て
や
が
て
独
立
と
、
次
第
に

行
政
・
経
済
、
そ
し
て
生
活
も
回
復
さ
れ
て
い
く
時
期
で
あ
る
。
戦
後
改
革
と
民
主
化
運
動
、
朝
鮮
戦
争
、
講
和
条
約
、
三
井
三
池
闘
争
、
安
保
闘

争
な
ど
激
し
く
ゆ
れ
動
い
た
激
動
の
時
期
で
も
あ
る
。
一
九
四
六
年
五
月
、
終
戦
後
始
め
て
の
日
本
社
会
学
会
大
会
が
「
第
一
九
回
．
日
本
社
会
学

会
大
会
」
と
し
て
「
日
本
の
封
建
性
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
．

　
　
第
二
期
（
一
九
六
一
年
－
七
五
年
、
昭
和
三
六
年
－
五
〇
年
）
は
、
い
わ
ば
日
本
経
済
の
高
度
成
長
期
で
あ
る
が
、
安
保
改
定
を
始
め
、
さ
ま
ざ

ま
の
社
会
問
題
を
め
ぐ
っ
て
学
生
運
動
・
労
働
運
動
・
住
民
運
動
な
ど
激
し
い
社
会
運
動
が
展
開
さ
れ
た
時
期
で
も
あ
る
．
社
会
学
の
傾
向
と
し
て

も
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
社
会
体
制
（
体
系
）
論
、
社
会
変
動
論
を
軸
に
、
構
造
ー
機
能
主
義
と
マ
ル
ク
ス
主
義
社
会
学
の
対
立
と
い
う
構
図
が
と
ら

　れた．

　
　
第
三
期
（
一
九
七
六
年
ー
現
在
、
昭
和
五
一
ー
現
在
ま
で
）
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
低
成
長
期
と
い
わ
れ
る
が
、
経
済
活
動
や
産
業
構
造
、
労

働
に
限
ら
ず
、
全
ゆ
る
局
面
で
構
造
的
に
も
変
化
を
余
儀
な
く
さ
れ
つ
つ
あ
る
状
況
で
あ
り
、
国
際
環
境
も
大
き
く
変
化
し
て
き
て
い
る
。

（
5
）
　
文
部
省
『
日
本
の
成
長
と
教
育
』
、
昭
和
三
七
年
、
一
七
八
－
九
頁
、
一
八
一
頁
．

（
6
）
　
文
部
省
編
『
我
が
国
の
文
教
施
策
（
平
成
元
年
度
）
』
、
平
成
元
年
、
五
三
四
i
五
頁
．
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（
7
）
　
参
考
ま
で
に
こ
こ
で
い
う
「
東
北
」
は
青
森
、
岩
手
、
宮
城
、
秋
田
、
山
形
、
福
島
の
六
県
、
「
北
関
東
」
は
茨
城
、
栃
木
、
群
馬
の
三
県
、

　
「
南
関
東
」
は
埼
玉
、
千
葉
、
東
京
、
神
奈
川
の
一
都
三
県
、
「
北
陸
・
東
山
」
は
新
潟
、
富
山
、
石
川
、
福
井
、
山
梨
、
長
野
の
六
県
、
「
東
海
」
は

岐
阜
、
静
岡
、
愛
知
、
三
重
の
四
県
、
「
東
近
畿
」
は
滋
賀
、
奈
良
、
和
歌
山
の
三
県
、
「
西
近
畿
」
は
京
都
、
大
阪
、
兵
庫
の
二
府
一
県
、
「
中
国
」

は
鳥
取
、
島
根
、
岡
山
、
広
島
、
山
口
の
五
県
、
「
四
国
」
は
徳
島
、
香
川
．
愛
媛
、
高
知
の
四
県
，
「
九
州
・
沖
縄
」
は
福
岡
、
佐
賀
、
長
崎
、
熊

本
、
大
分
、
宮
崎
、
鹿
児
島
、
沖
縄
の
八
県
、
を
指
し
て
い
る
．

ハ　　ハ　　ハ　　ハ　　ハ　　ハ
13　12　11　10　9　　8
）　　）　　）　　）　　）　　）

『
社
会
学
評
論
』
第
一
号
、
一
九
五
〇
年
、
二
三
五
頁
。

福
武
直
・
日
高
六
郎
・
高
橋
徹
編
『
社
会
学
辞
典
』
、
有
斐
閣
、
一
九
五
八
年
、
六
九
九
－
七
〇
〇
頁
。

鈴
木
広
「
戦
後
目
本
社
会
学
の
問
題
状
況
」
鈴
木
『
都
市
的
世
界
』
所
収
、
誠
信
書
房
、
一
九
七
〇
年
、
三
五
九
頁
。

新
睦
人
「
日
本
社
会
学
へ
の
提
言
（
上
ご
『
現
代
社
会
学
・
9
』
第
五
巻
一
号
、
（
講
談
社
発
行
）
、
一
九
七
八
年
、
一
九
六
頁
。

福
武
直
「
目
本
社
会
学
」
福
武
直
編
、
『
社
会
学
講
座
・
1
8
（
歴
史
と
課
題
）
』
、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
四
年
、
二
六
九
頁
。

新
堀
通
也
編
著
『
大
学
教
授
職
の
総
合
的
研
究
ー
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ソ
の
社
会
学
1
』
多
賀
出
版
、
一
九
八
四
年
、

二

　九四

頁
．

（
1
4
）
　
川
合
隆
男
・
原
田
勝
弘
・
佐
藤
茂
子
・
霜
野
寿
亮
・
有
末
賢
・
鹿
又
伸
夫
『
社
会
学
ー
現
代
社
会
学
の
課
題
1
』
勤
草
書
房
、
一
九
八
四
年
、

　
一
四
頁
。

（
1
5
）
　
霞
審
。
乞
爵
勲
、
、
の
8
三
。
塁
月
＆
亀
汐
笥
昌
導
．
、
℃
中
久
郎
・
梶
谷
素
久
編
『
社
会
学
グ
ロ
ー
バ
ル
』
所
収
の
英
文
論
文
、
御
茶
の
水
書
房
、

　
一
九
八
七
年
、
二
五
五
頁
．

（
1
6
）
　
日
本
社
会
学
会
『
日
本
社
会
学
会
会
員
名
簿
』
（
昭
和
六
三
年
七
月
現
在
）
。

（
17
）
新
睦
人
「
日
本
社
会
学
へ
の
提
言
（
下
）
」
『
現
代
社
会
学
・
1
0
』
第
五
巻
二
号
、
講
談
社
．
一
九
七
八
年
。
＝
凶
器
。
Z
爵
勲
、
、
ω
。
。
§
。
鶏

円
a
銘
ぎ
智
冨
靴
．
（
前
出
）
、
副
田
義
也
「
現
代
社
会
学
の
研
究
主
題
」
北
川
隆
吉
監
修
『
現
代
社
会
学
辞
典
』
有
信
堂
、
一
九
八
四
年

（
1
8
）
　
副
田
義
也
・
前
出
、
二
三
頁
。

（
1
9
）
　
同
、
二
四
ー
二
五
頁
。

（
2
0
）
　
国
一
器
。
乞
爵
欝
前
出
。

（
2
1
）
　
拙
稿
「
「
日
本
社
会
学
会
」
の
設
立
と
そ
の
後
の
経
緯
」
（
前
出
）
．

（
2
2
）
　
日
本
社
会
学
会
『
社
会
学
評
論
』
、
一
一
一
号
お
よ
び
一
二
二
号
（
い
ず
れ
も
一
九
七
八
年
）
の
「
学
会
動
向
」
に
は
、
「
家
族
社
会
学
セ
ミ
ナ

　
ー
」
、
「
地
域
社
会
研
究
会
」
、
「
日
本
犯
罪
社
会
学
会
」
、
「
保
健
・
医
療
社
会
学
研
究
会
」
、
「
東
京
都
市
社
会
学
研
究
会
」
、
「
日
仏
社
会
学
会
」
、
「
現
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代
社
会
研
究
会
」
、
「
現
代
社
会
学
会
議
」
な
ど
の
活
動
状
況
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
．
ま
た
『
社
会
学
評
論
』
に
は
随
時
各
地
区
学
会
報
告
も
寄
せ
ら

れ
て
い
る
。

（
2
3
）
国
暮
一
。
○
鼠
寄
博
．
、
鼠
饗
器
器
の
。
。
一
。
一
。
窒
”
冨
雪
拶
呂
質
＄
Φ
客
．
．
u
硫
。
。
ミ
勺
ミ
§
矯
〈
。
ピ
鱒
o
。
｝
乞
9
“
」
O
q
ρ
』
ド
開
●
禦
①
ゴ
①
吋
き
山
国
。
民
。

竃
＆
。
ざ
一
．
．
ギ
＄
。
暑
ギ
①
＆
の
ぎ
鼠
冨
口
Φ
器
の
。
。
一
。
一
。
零
．
、
u
硫
。
§
。
遷
9
＆
硫
。
9
匙
寒
。
・
昏
§
鳶
2
。
く
㌔
U
①
9
一
3
9
内
g
一
。
○
盆
ζ
一
．
、
の
。
。
一
。
一
。
窒

営
旨
冨
ロ
、
、
）
冒
＆
①
琶
の
o
。
営
o
讐
8
一
円
ぎ
簿
ざ
3
冨
＝
。
望
畠
畦
即
区
＞
．
閃
8
ざ
節
臣
Φ
写
冠
9
零
Φ
聲
這
鴇
”
尾
高
邦
雄
『
現
代
の
社

会
学
』
岩
波
全
書
、
一
九
五
八
年
．
有
賀
喜
左
衛
門
「
日
本
の
近
代
化
」
『
有
賀
喜
左
衛
門
著
作
集
㈹
』
未
来
社
、
一
九
六
九
年
、
鈴
木
広
「
戦
後

日
本
社
会
学
の
問
題
状
況
」
（
前
出
）
、
福
武
直
「
日
本
社
会
学
」
（
前
出
）
、
新
睦
人
「
日
本
社
会
学
へ
の
提
言
（
上
・
下
）
」
（
前
出
）
、
布
施
鉄
治
・

鎌
田
と
し
子
・
岩
城
完
之
編
『
日
本
社
会
の
社
会
学
的
分
析
』
ア
カ
デ
ミ
ア
出
版
会
、
一
九
八
二
年
、
国
蕾
。
乞
爵
欝
．
、
ω
。
。
三
。
鶏
ぎ
鼠
窟
筏
・

　
（
前
出
）
。

ハパパパパパパパパ32　　　　31　30　29　28　27　26　25　24

）訳））））））））社
会
理
論
』

（
3
3
）

（
3
4
）法

』

（
3
5
）

　
一
九
八
三
年
、

尾
高
『
現
代
の
社
会
学
』
前
出
、
七
頁
。

鈴
木
広
、
前
出
、
三
四
九
ー
三
五
一
頁
。

鈴
木
広
、
同
、
三
八
六
－
三
九
四
頁
。

福
武
直
、
前
出
、
二
七
一
i
二
七
三
頁
。

数
理
社
会
学
会
編
『
理
論
と
方
法
』
（
創
刊
号
）
、
一
九
八
六
年
十
一
月
．

拙
稿
「
近
代
日
本
社
会
調
査
史
研
究
の
課
題
」
『
法
学
研
究
』
第
六
一
巻
一
号
、
一
九
八
八
年
一
月
。

福
武
直
『
社
会
学
の
現
代
的
課
題
』
日
本
評
論
社
、
一
九
四
八
年
、
二
三
一
頁
、
二
五
九
i
二
六
〇
頁
。

｝
9
霞
ω
弩
ざ
矯
GQ
8
三
。
讐
導
山
国
ぼ
8
り
図
せ
ぎ
且
。
9
0
8
黄
。
ト
一
一
窪
昏
ご
昌
邑
9
這
o
。
ρ
や
旨
（
ピ
ー
タ
ー
・
バ
ー
ク
著
、
森
岡
敬
一
郎

『
社
会
学
と
歴
史
学
』
慶
慮
通
信
、
一
九
八
六
年
、
一
八
頁
）
。

C
・
W
・
ミ
ル
ズ
（
鈴
木
広
訳
）
『
社
会
学
的
創
造
力
』
紀
伊
国
屋
書
店
、
一
九
六
五
年
、
A
・
ギ
デ
ン
ス
（
犬
塚
先
訳
）
『
資
本
主
義
と
近
代

　
　
　
研
究
社
、
一
九
七
四
年
。

型
切
ξ
ざ
い
o
サ
巳
8
b
や
拐
1
8
（
訳
書
、
二
九
頁
）

社
会
学
方
法
論
の
な
か
で
「
資
料
」
論
を
展
開
し
て
い
る
文
献
は
意
外
と
少
な
い
。
T
・
ズ
ナ
ニ
エ
ッ
キ
ー
（
下
田
直
春
訳
）
『
社
会
学
の
方

新
泉
社
、
一
九
七
一
年
．

鈴
木
広
「
た
え
ず
全
体
化
す
る
全
体
性
と
、
た
え
ず
私
化
す
る
私
性
」
『
社
会
学
評
論
』
（
特
集
・
日
本
社
会
の
現
状
分
析
）
第
三
四
巻
二
号
、

　
　
　
　
四
一
頁
．
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（
3
6
）
拙
稿
「
C
・
ラ
イ
ト
・
ミ
ル
ズ
の
知
的
職
人
論
と
社
会
学
的
啓
蒙
」
『
法
学
研
究
』
第
五
八
巻
二
号
、
一
九
八
五
年
二
月
．

（
3
7
）
　
参
考
ま
で
に
英
文
・
欧
文
に
よ
る
日
本
研
究
に
関
す
る
文
献
目
録
と
し
て
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。
国
際
交
流
基
金
編
、
O
魯
亀
畠
岳
9

ω
8
寄
一
口
国
農
ぎ
げ
舅
融
冨
野
お
盒
山
O
o
。
『
紀
伊
国
屋
書
店
、
一
九
八
六
年
、
国
立
国
会
図
書
館
編
『
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
・
日
本
関
係
欧

文
図
書
目
録
、
昭
和
二
三
年
i
五
〇
年
』
紀
伊
国
屋
書
店
、
一
九
七
七
年
、
冒
富
3
暮
一
g
亀
O
ぼ
幹
一
き
q
三
奉
邑
蔓
＝
げ
蚕
蔓
帥
呂
一
暮
①
3
畳
8
巴

国
o
岳
①
o
賄
富
饗
ロ
＝
嘗
霧
ざ
切
o
。
翫
8
鼠
冨
づ
ぎ
国
轟
冴
劉
　
一
〇
〇。
癖
、
鼠
冨
昌
ω
。
。
一
〇
一
〇
駐
。
毘
ω
o
。
一
①
蔓
｝
田
三
。
陣
o
q
声
嘗
『
o
鴎
鼠
冨
器
器

切
0
9
0
一
〇
嘘
8
一
＝
ひ
Φ
蚕
言
り
Φ
ゴ
≦
①
警
①
ヨ
い
導
o
q
轟
o
q
9
一
〇
〇。
O
●

（
3
8
）
』
守
註
づ
。
q
堕
労
O
亀
窪
9
区
閃
・
『
霞
ざ
＜
一
。
F
＆
9
零
。
ず
一
Φ
墓
凶
β
一
暮
Φ
ヨ
蝕
8
巴
O
。
目
冨
蚕
菖
お
即
①
・
Φ
貰
畠
ぎ
夢
①
ω
。
。
芭
の
。
一
。
β
8
¢
り

評
韻
”
目
8
写
。
器
ピ
葺
い
一
S
箇
（
川
合
隆
男
・
鶴
木
真
監
訳
『
国
際
比
較
調
査
の
諸
問
題
－
社
会
科
学
に
お
け
る
国
際
比
較
1
』
慶
鷹
通
信
、
一

九
八
八
年
。
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